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*
注
記
・

-
論
文
中
の
写
真
に
つ
い
て
転
載
す
る
場
合
は
斯
道
文
庫
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
一

江
戸
時
代
の
相
州
H

江
之
島
絵
図

(
刊
行
図
γ

「
吾
妻
鑑
」

よ
り
江
の
島
に
つ
い
て
の
記
録
を
み
る
と
、

寿
永
元
年
四

月
五
日
の
条
に
は
、
高
雄
文
覚
上
人
が
頼
朝
の
御
願
を
祈
る
た
め
に
弁
才

天
を
江
の
島
に
勧
請
の
こ
と
、
承
元
二
年
六
月
十
六
日
の
条
に
は
江
の
島

竜
穴
(
御
岩
屋
〉
に
て
鶴
岡
八
幡
宮
の
供
僧
等
が
雨
乞
い
の
祈
請
す
る
こ

と
等
、
庁
、
江
島
d

或
い
は
H

江
島
明
神
H

の
名
称
で
同
書
に
度
々
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
以
前
の
江
の
島
の
様
子
は

「
江
島
縁

起
」
諸
本
や
考
古
資
料
に
よ
り
あ
る
程
度
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

(注〉

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
述
、
略
縁
起
に
つ

い
て
の
み
若
干
ふ
れ
る
だ
け
に
留
め
た
い
。

江
の
島
が
古
来
よ
り
霊
地
で
名
勝
地
で
も
あ
る
こ
と
は
鎌
倉
期
か
ら
室

町
期
の
紀
行
文
等
「
海
道
記
」
「
東
関
紀
行
(
源
親
行
)
」
「
北
国
紀
行
(
亮

白

石

克

恵
)
」
「
梅
花
無
尽
蔵
(
万
里
集
九
)
」
「
東
国
紀
行
〈
宗
牧
〉
」

に
ふ
れ
ら

ヴ
dQd
 

今
臼

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
う
か
げ
さ
え
る
。
江
戸
期
に
入
り
、
京
都
・
大

阪
・
江
戸
に
次
い
で
刊
行
図
が
作
ら
れ
た
高
野
山
・
日
光
・
鎌
倉
・
伊
勢

と
ほ
ヌ
同
時
期
に
江
の
島
と
金
沢
八
景
の
絵
図
も
で
き
て
い
る
よ
う
に
、

当
時
も
東
海
道
に
近
い
有
名
な
名
勝
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
金
沢
八
景
と
共
に
江
之
島
の
絵
図
は
江
戸
前
期
中
期
の
書
籍
目
録
に
は

所
収
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
鎌
倉
絵
図
の
よ
う
に
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
も

の
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
両
地
共
に
鎌
倉
を
中
心
と
す
れ
ば
、
そ
の
東

西
の
名
勝
地
と
い
う
事
情
で
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
鎌
倉
絵
図
よ
り
は
若

干
刊
行
の
時
期
も
遅
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ほ
ど
の
差
は
な
い
で
あ
ろ

ぅ
。
古
く
か
ら
東
海
道
の
上
り
下
り
に
多
く
の
人
が
ま
わ
り
道
を
し
て
、



鎌
倉
・
江
の
島
・
金
沢
八
景
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
般
庶

民
が
江
戸
か
ら
東
海
道
の
旅
と
は
別
に
、
こ
の
三
地
を
目
的
に
遊
覧
旅
行

を
し
始
め
た
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
以
降
で
あ
ろ
う
。
江
の
島
の
三
社
の

御
開
帳
に
は
江
戸
よ
り
来
た
参
詣
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
「
武
江
年

表
(
斉
藤
月
ヰ
)
」
に
て
想
像
で
き
る
。
向
書
に
は
寛
延
二
年
の
弁
才
天
開

帳
'
(
三
社
)
以
来
、
i

そ
の
都
度
P

江
戸
よ
り
参
詣
多
し
d

の
注
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
同
書
と
「
藤
沢
市
史

「
江
戸
町
人
の
研
究

第
五
巻
(
昭
和
四
十
九
)
」

第
一
巻
(
昭
和
四
十
八
〉
」
等
に
よ
っ
て
、
江
の
島

の
御
開
帳
年
時
を
左
に
掲
げ
る
と
、

寛
延
二
年
四
月

t
七
月
ハ
弁
才
天

三
社
)
、
宝
暦
五
年
四
月

t
七
月

ハ
上
之
官
弁
才
天
〉
、
宝
暦
十
一
年
四
月
十
五
日

t
(岩
屋
弁
才
天
〉
、
明
和

四
年
四
月
I
(下
之
官
弁
才
天
)
、
安
永
二
年
四
月
十
一
日

t
七
月
二
十
一

日
ハ
上
之
官
弁
才
天
〉
、
安
永
八
年
四
月

t
七
月
(
本
宮
岩
屋
弁
才
天
)
、

天
明
五
年
三
月
八
日

t
(下
之
宮
弁
才
天
〉
、
寛
政
九
年
(
江
之
島
弁
才

天
)
、
文
化
六
年
四
月

t
七
月
(
本
宮
岩
屋
弁
才
天
)
、
文
化
十
二
年
四
月

十
五
日

t
ハ
上
之
官
弁
才
天
)
、
文
政
二
年
三
月
三
日

t
六
十
日
間
(
岩
本

院
岩
屋
弁
才
天
〉
(
江
戸
深
川
永
代
寺
出
開
帳
〉
、
文
政
四
年
三
月
三
日

t

百
日
間
(
下
之
宮
上
之
官
弁
才
天
)
、
文
政
十
年
春

t
夏
(
上
之
官
弁
才

天)、

天
保
四
年
三
月
七
日

t
ハ
下
之
宮
弁
才
天
)
、

天
保
十
年
〈
江
之
島

弁
才
天
〉
、
弘
化
二
年
三
月
十
五
日

t
(上
之
宮
弁
才
天
〉
、
嘉
永
四
年
二

月
二
十
八
日

t
百
日
間
(
岩
本
院
窟
弁
才
天
)
、
安
政
三
年
八
月
九
日

t

六
十
日
間
予
定
(
岩
本
院
岩
屋
八
管
弁
才
天
)
(
江
戸
深
川
永
代
寺
出
開

帳
)
、
安
政
四
年
三
月
三
日

t
百
日
間
(
下
之
宮
弁
才
天
〉

こ
の
内
、
安
政
三
年
の
出
開
帳
は
大
風
雨
に
た
〉
ら
れ
ー
同
時
に
開
帳

し
て
い
た
「
江
島
縁
起
」
玉
巻
本
及
び
一
巻
本
は
破
損
し
て
、
江
戸
で
修

理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
慶
慮
義
塾
図
書
館
所
蔵
・
安
政
三
年
亀
岳
書
写

本
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
同
書
は
修
理
の
際
、
借
り
受
け
転
写
し
た
も
の
で

あ
る
。現

存
す
る
庁
、
江
之
島
絵
図
d

の
多
く
は
こ
の
開
帳
時
に
参
詣
者
が
土
産

物
と
し
て
買
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
鎌
倉
絵
図
は
全
て
平
面
図

で
名
所
を
歩
く
た
め
の
絵
図
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
〈
詳
細
は
拙
稿

Y
江
戸
時
代
の
鎌
倉
絵
図

l
諸
版
略
説
8

「
三
浦
古
文
化
」
第
三
十
四
号

を
参
照
願
い
た
い
〉
、
江
の
島
と
金
沢
八
景
絵
図
に
は
全
景
を
一
覧
す
る

も
の
が
多
い
。
こ
の
時
代
に
は
絵
図
と
同
様
に
小
冊
子
で
あ
る
名
所
記
・

略
縁
起
類
も
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
調
査
し
た
も
の
を
左
に
掲
げ
る
と
、

江
島
三
社
弁
財
天
来
歴

半

十
二
丁
(
内
題
と
外
題
は
向
。

寛
延
二
刊

毎
半
葉
八
行
〉
(
国
立
公
文
書
館
)

同
右

十
二
丁
(
内
題
と
外
題
は
向
。
右
と
同
文
に
て

文
化
三
刊

大

-298ー



行
款
を
ほ
と
ん
ど
同
じ
く
す
る
別
版
〉
(
国
立
国
会
図
書
館

金
沢
文
庫

東
北
大
学

附
属
図
書
館

三
康
図
書
館
)

岩
瀬
文
庫

相
州
江
島
下
宮
略
縁
起

五
丁
(
内
題
「
相
州
江
島
弁
才
天
下
宮
略

半

縁
起
」
。
毎
半
葉
四
周
単
辺
七
行
〉
(
大
阪
府
立
図
書
館

東
北
大
学
附
属

図
書
館

国
立
国
会
図
書
館
)

江
之
嶋
大
縁
起
五
巻
略
記
・
宋
朝
伝
来
古
碑
略
図

下
之
坊

四
丁

半

〆「
ルー
宵

半
葉
十

行

東
北
大
且A

f 

附
属
図
書
館

部

神
奈
川
県
立
文
化
資

料
館
)

江
乃
嶋
八
景
詩
歌

半

六
丁
(
毎
半
葉
六
行
〉
(
東
京
都
立

上
之
宮

中
央
図
書
館
)

P

江
之
島
絵
図
d

と
右
の
略
縁
起
類
は
一
緒
に
販
売
・
配
布
さ
れ
て
い

た
も
の
ら
し
い
。
年
記
の
な
い
絵
図
の
刊
行
年
を
考
え
る
際
に
参
考
に
な

る
も
の
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
鎌
倉
絵
図
各
図
の
刊
行
年
を
考
え
た
時

に
「
鎌
倉
名
所
記
」
が
役
に
立
っ
た
。
右
の
略
縁
起
類
の
内
、
「
江
島
三

社
弁
財
天
来
歴
ハ
寛
延
ニ
刊
)
」
は
寛
延
二
年
の
江
の
島
三
社
弁
財
天
の

開
帳
の
際
に
配
ら
れ
て
い
た
も
の
〉
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
は
三
社
の

各
縁
起
を
簡
潔
に
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
国
立
公
文
書
館

(
内
閣
文
庫
)
所
蔵
本
に
よ
り
、
本
文
を
左
に
全
文
翻
字
し
て
、
江
の
島

の
縁
起
を
述
べ
る
に
か
え
た
い
。

本
書
は
編
街
地
志
備
要
本
で
、

外
題

(
内
題
と
問
題
)
は
単
辺
の
枠
内
に
書
か
れ
る
。

「
江
島
三
社
弁
財
天
来
歴
/

干
愛
相
模
国
江
の
島
大
弁
財
天
の
来
由
を
尋
る
に
/
本
宮
上
之
宮
下
之
宮

チ
ン
ザ

と
て
三
所
の
神
宮
あ
り
三
社
と
も
に
/
弁
財
天
の
鎮
座
し
て
開
基
各
別
な

り
下
之
宮
は
/
島
の
入
口
に
あ
り
上
之
宮
は
島
の
山
上
に
あ
り
本
宮
は
/

奥
院
に
て
嶋
の
南
の
渚
岩
屋
の
う
ち
に
あ
り
山
の
頂
に
又
/
御
旅
所
あ
り

今
通
し
て
本
宮
と
称
す
関
東
の
霊
跡
/
な
る
故
に
諸
書
に
載
る
処
多
し
と

い
へ
と
も
皆
詳
な
ら
す
(
一
丁
オ
〉
/

オ
ホ
ア
ナ
ム
チ
ノ
ミ
コ
ト
ヒ
サ
ノ
ヲ
ヒ

今
恭
く
先
代
旧
事
本
紀
を
考
る
に
日
く
/
大
巳
貴
尊
興
ニ
久
延
彦
命
-

Z
キ

ミ

チ

ノ

タ

ニ

ハ

カ

リ

ヲ

ネ

リ

ナ

シ

イ

ハ

ホ

ニ

J

へ

タ

ノ

ツ

ナ

タ

幸
v
奥
共
議
粟
v
金
/
煉
コ
成
磐
岩
』
立
ニ
於
周
辺
海
中
-
市
為
下
維
ニ
乎
国
一

膨
い
/
此
島
i

春
1

秋
美
勝
二
色
花
-
/
今
陸
狩
国
に
あ
る
金
花
山
是
な
り
/

輸

タ

リ

ノ

ヲ

ヲ

オ

ホ

セ

テ

ワ

タ

ツ

ミ

ニ

又
造
-h]椿
一
以
-
一
其
一
-
者
命
ニ
四
海
竜
神
一
立
ニ
秋
津
国
/
海
一
維
ニ
乎
中
ー

ヲ

7
キ
ノ

津
国
一
/
今
安
芸
国
に
あ
る
厳
島
是
な
り
(
一
丁
ウ
〉
/

一
者
又
是
命
ニ
八
汎
も
難
問
山
諸
問
肱
一
郎
一
郎
お
国
/
山
一
一
ニ
低
化
館
ゴ
/
今
近
江

カ
ク
ス
ニ
ヲ

T
マ

ッ

ク

品

ツ

カ

ミ

ラ

ヲ

国
に
あ
る
竹
生
嶋
是
な
り
/
其
二
蔵
v
之
以
ニ
天
諸
神
地
庶
紙
等
-
置
ニ

ク

ニ

イ

キ

ハ

ホ

エ

ノ

ソ

コ

ニ

ニ

エ

ヒ

ト

ウ

タ

カ

ヒ

ザ

ハ

ユ

フ

ユ

ア

ラ

ハ

ス

於
国
気
/
八
百
重
底
-
於
ニ
後
世
-
為
-
入
衆
疑
多
迷
時
-
当
v
顕
ニ
/
見

7
カ
ミ
ツ
ホ
ノ
ツ
ノ
モ
ト
ヲ
ト
ク
キ
ホ

y
ク

キ

ス

ル

カ

之
一
是
吾
瑞
朗
中
国
元
太
抽
小
袖
也
/
元
太
紬
今
駿
河
国
に
あ
る
富
士
の

ミ

タ

ケ

御
撮
な
り
/
小
舶
は
江
の
島
是
な
り
〈
二
了
オ
〉
/

メ
ノ
ミ
オ
ヤ

大
巳
貴
尊
日
此
四
椿
者
為
ニ
何
神
住
1

処
-
久
延
/
彦
命
日
天
祖
諸
l

帝

-299ー



郎
=
一
乎
前
一
天
照
丸
体
-
祭
-
一
/
丸
芯
勝
一
而
名
ニ
震
封
勝
ノ
尊
一
比
株
当
-
一
昨
タ
タ
リ

ス
ミ
宝
7

住
司
裳
/
大
巳
貴
尊
は
三
輪
大
明
神
な
り
久
延
彦
命
は
/
郎
島
大
明
神
保

に
議
り
方
を
す
合
せ
て
右
の
五
ケ
所
を
/
作
り
て
我
国
を
つ
な
く
の
椿
と

な
し
給
ふ
是
を
日
本
の
/
町
駅
と
釈
す
是
吾
日
本
を
都
ム
る
の
新
根
な
れ

チンサ

は
/
い
つ
れ
の
神
を
鎮
座
な
す
へ
き
ゃ
と
相
議
し
給
ふ
に
(
二
丁
ウ
)
/

久
延
彦
命
の
日
く
神
命
の
分
魂
富
主
姫
尊
な
る
へ
し
/
と
て
終
に
勧

部
ゥ
な
し
給
ふ
皆
弁
財
天
女
也
其
中
に
/
富
士
の
御
岳
に
て
は
幻
川
町
対
応
ラ

コ

ト

イ

チ

キ

女
命
と
申
厳
島
に
て
は
/
市
粁
島
姫
命
と
号
し
奉
る
余
は
皆
富
主
姫
命

と
/
称
し
奉
る
中
に
も
富
士
を
以
元
大
幅
と
な
っ
け
/
江
の
嶋
を
元
村
山
山

ク
ニ
イ
キ

と
号
し
給
ひ
国
気
八
百
重
の
/
底
に
か
く
し
置
後
の
世
の
人
う
た
か
ひ
多

く
迷
ふ
時
/
あ
ら
は
し
給
は
ん
と
の
御
誓
願
な
り
(
三
丁
オ
〉
/

人
皇
九
代
開
化
天
皇
の
御
宇
六
年
己
丑
夏
四
月
相
模
/
国
江
の
海
し
き
り

に
荒
れ
動
き
数
千
の
鬼
神
海
上
に
/
群
り
あ
つ
ま
り
火
を
水
に
即
ち
風
を

サタ

波
に
発
じ
雲
を
/
を
こ
し
雷
を
将
ひ
潮
を
決
り
岩
を
斬
り
一
つ
の
島
/
一

ワ
キ

夜
に
涌
き
出
つ
数
千
の
鬼
神
一
時
に
去
り
天
晴
れ
/
浪
亦
静
な
り
密
upwm

紅
の
雲
降
り
美
音
/
雅
楽
高
く
聞
ゆ
時
に
金
車
を
八
竜
に
か
け
て
一
人
の

〆
天
女
乗
り
来
り
給
ふ
天
兵
神
卒
四
辺
を
囲
綜
せ
り
ハ
三
丁
ウ
)
/

遠
山
よ
り
是
を
見
れ
は
日
輪
島
の
上
に
在
す
又
近
郷
/
よ
り
是
を
見
れ
は

美
婦
美
童
ま
し
ま
す
又
島
に
/
至
り
て
見
る
に
更
に
物
な
し
故
に
怖
畏
て

嶋
に
至
る
/
も
の
な
し
或
は
新
東
し
ブ
均
し
て
祈
る
に
願
と
し
て
/
成
就
せ

す
と
い
ふ
事
な
し
今
年
ま
て
千
九
百
一
年
に
/
及
へ
り
其
後
六
百
九
十
七

年
を
過
て
人
皇
三
十
代
/
欽
明
天
皇
の
御
宇
六
年
乙
丑
夏
四
月
初
巴
日
天

女
/
直
に
大
殿
に
出
現
し
給
ひ
天
皇
に
告
て
日
く
吾
は
東
方
(
四
丁
オ
)
/

江
島
山
な
り
吾
天
に
在
て
は
日
の
魂
な
り
地
に
在
て
は
富
貴
/
財
宝
の
魂

な
り
名
は
弁
財
妙
天
女
吾
四
月
初
巴
に
は
/
諸
の
天
福
を
慨
ひ
際
臨
り
て

国
土
の
万
福
を
成
就
し
/
十
月
初
亥
に
は
天
に
帰
り
大
千
を
養
ふ
な
り
夫

天
皇
は
/
わ
か
後
胤
な
り
初
巳
に
は
わ
れ
を
迎
へ
初
亥
に
は
吾
に
/
ハ
艇
V

ホ

コ

ラ

ナ

キ

サ

よ
天
皇
是
に
よ
っ
て
勅
命
を
下
し
給
ひ
神
洞
を
/
嶋
の
南
の
渚
に
立
給
ふ

今
本
宮
岩
屋
是
也
又
初
巳
/
初
亥
の
祭
杷
此
時
よ
り
始
れ
り
(
四
丁
ワ
)
/
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右
こ
と
ノ
¥
く
先
代
旧
事
本
紀
に
見
へ
た
り
/
涌
出
よ
り
是
に
至
て
六
百

九
十
七
年
に
及
へ
り
/
其
後
人
皇
八
十
四
代
順
徳
院
の
御
宇
建
保
四
年
/

タ

タ

セ

ン

タ

チ

マ

チ

丙
子
正
月
十
三
日
己
巳
相
模
国
江
島
明
神
託
申
日
ア
あ
り
て
大
海
忽
変
し

て
道
路
と
成
る
依
之
参
詣
の

f
人
船
の
煩
な
し
誠
に
末
代
希
有
の
神
変

な
り
/
将
軍
実
朝
公
其
霊
験
を
感
応
あ
り
て
三
浦
左
衛
門
尉
/
義
村
御
使

と
し
て
其
霊
地
に
向
ふ
鎌
倉
中
の
(
五
了
オ
)
〆

給
素
群
衆
を
な
す
己
巳
の
祭
杷
是
よ
り
は
し
ま
る
/
東
鑑
に
見
へ
た
り

先
v
是
人
皇
四
十
二
代
/
文
武
天
皇
の
御
宇
三
年
己
亥
役
の
行
者
一
言
主

ザ
ン

か
/
議
に
よ
り
て
伊
豆
の
大
島
に
流
さ
る
翌
年
庚
子
/
四
月
行
者
嶋
よ
り



進
に
北
海
を
見
れ
は
紫
雲
/
た
な
ひ
け
り
依
之
雲
の
起
る
所
を
尋
れ
は
江

島
/
本
宮
宮
座
の
上
な
り
行
者
こ
〉
に
お
ゐ
て
窟
中
に
/
と
〉
ま
る
事

七
日
不
動
明
王
の
児
を
念
し
て
尊
身
を
(
五
丁
ウ
〉
/

影
現
し
給
ひ
永
く
世
間
を
利
益
し
め
給
へ
と
丹
誠
を
/
ぬ
き
ん
て
ら
れ
し

に
七
日
の
夜
窟
中
よ
り
香
雲
起
り
/
光
明
赫
然
と
し
て
天
女
出
現
な
し
給

ふ
八
管
の
尊
鉢
/
な
り
童
子
左
右
に
侍
立
す
此
時
行
者
神
教
を
/
受
て
鎮

護
国
家
の
利
益
を
成
就
せ
り
是
天
女
/
顕
現
し
給
ふ
寂
初
な
り
大
縁
起
に

審
な
り
/
是
を
略
す
其
後
人
皇
五
十
二
代
嵯
峨
天
皇
/
御
宇
弘
仁
五
年
甲

午
二
月
弘
法
大
師
相
州
ハ
六
丁
オ
)
/

津
村
の
湊
に
泊
給
ふ
謹
に
南
海
を
望
み
島
の
/
風
景
を
見
給
ふ
に
忽
ち
綜

雲
山
の
崩
に
起
り
/
金
竜
其
中
に
現
す
大
師
歓
喜
斜
な
ら
す
漁
人
の
/

舟
に
乗
り
て
金
窟
の
内
に
入
り
扶
座
し
て
天
女
を
/
拝
せ
ん
事
を
願
ふ
七

日
に
及
ひ
寅
の
刻
に
窟
中
/
洞
朗
と
し
て
天
女
出
現
し
給
ひ
楚
釈
左
右
に

侍
立
ス
/
大
師
於
v
是
拝
す
る
所
の
尊
像
を
刻
み
又
秘
す
る
/
と
こ
ろ
の

形
像
を
作
り
岩
屋
内
陣
両
部
の
中
間
に
(
六
丁
ウ
)
/

安
置
し
給
ふ
今
の
秘
尊
是
也
是
よ
り
大
師
を
以
/
本
宮
の
中
興
関
山
と
称

す
其
外
泰
澄
大
師
安
然
/
和
尚
な
と
い
つ
れ
も
岩
屋
に
参
寵
し
て
霊
験
を

/
拝
し
神
教
を
受
給
ひ
し
事
数
多
有
之
と
い
へ
と
も
/
山
の
道
統
に
よ
ら
チ
ヨ
ク

す
故
に
暫
く
こ
れ
を
載
せ
す
又
/
古
跡
多
く
あ
り
且
ッ
後
宇
多
院
の
勅

額
井
/
宝
物
等
多
し
と
い
へ
と
も
亦
し
は
ら
く
是
を
略
す
/
以
上
本
宮
来

由
(
七
丁
オ
)
/

上
之
官
/

開
基
慈
党
大
師
な
り
人
皇
五
十
五
代
文
徳
天
皇
の
/
御
宇
仁
寿
三
年
発
酉

一
一
月
古
人
の
縦
を
た
つ
ね
て
/
東
海
に
巡
行
し
三
月
相
模
国
津
村
の
湊
に

下
着
/
し
て
逢
に
南
海
の
霊
島
を
望
み
給
ふ
に
嶋
の
中
に
/
三
所
の
嶺
あ

り
恰
も
蓬
莱
方
丈
蔵
洲
の
三
山
を
/
見
る
か
こ
と
し
大
師
恭
敬
合
掌
し

イ
夕
、
キ

て
島
に
向
て
/
精
誠
を
こ
ら
す
時
に
嶋
の
頂
に
五
色
の
雲
発
る
(
七
丁

ウ
)
/

弥
信
を
あ
つ
く
し
て
舟
に
乗
り
島
に
至
れ
は
紫
雲
/
漸
く
西
山
に
う
つ
る

雲
の
下
に
岩
窟
あ
り
/
終
に
窟
中
に
入
三
七
日
専
念
修
行
し
て
天
女
の
尊

身
/
拝
せ
ん
と
願
ふ
結
願
の
後
夜
に
い
た
り
竜
窟
の
中
/
よ
り
紫
雲
起
り

香
気
山
に
み
て
り
光
明
赫
突
/
と
し
て
天
女
雲
上
に
顕
現
し
給
ふ
即
八
管

具
足
の
/
尊
鉢
也
童
子
左
右
に
侍
て
囲
績
す
天
女
/
妙
音
を
以
日
く
吾
は

是
安
養
世
界
の
あ
る
し
也
(
八
丁
オ
)
/

シ
ヅ
エ
キ
イ
オ
ン

わ
れ
跡
を
此
島
に
た
る
〉
は
国
民
擁
護
の
た
め
也
/
天
下
に
疾
疫
見
怨
諸

の
凶
事
発
ら
ん
時
吾
を
/
杷
ら
は
四
大
天
王
及
百
千
の
鬼
神
に
命
し
て
/

キ
ヤ
ウ
ク

国
家
を
護
持
せ
ん
と
大
師
恐
懐
の
思
ひ
に
堪
へ
す
/
謹
而
神
教
を
う
け

心
願
満
足
し
ぬ
又
天
女
の
/
告
に
よ
っ
て
八
腎
の
尊
像
を
き
さ
み
井
に
乾

-301ー



ホ

コ

ラ

徳
の
/
形
像
を
つ
く
り
国
司
に
告
て
神
間
を
い
と
な
ま
ん
/
事
を
請
ふ
国

司
依
v
之
命
し
て
州
莱
を
ひ
ら
き
ハ
八
丁
ウ
)
/

荊
練
を
は
ら
ひ
て
神
宮
を
山
上
に
営
み
右
の
尊
像
を
/
安
置
し
奉
る
今
是

を
秘
尊
と
す
本
宮
岩
屋
に
/
神
嗣
を
立
給
ひ
し
よ
り
是
に
至
り
て
三
百
九

年
を
歴
た
り
/

下
之
官
/

慈
悲
上
人
の
開
基
な
り
人
皇
八
十
三
代
土
御
門
院
の
/
御
宇
正
治
元
年
の

頃
往
昔
の
法
式
を
と
ふ
ら
は
ん
と
/
志
を
専
に
し
て
修
行
す
る
事
一
千
余

日
に
及
へ
り
/
干
時
建
仁
二
年
壬
成
七
月
十
三
日
の
夜
寅
の
刻
に
(
九
丁

オ
)
/

至
て
岩
窟
の
上
に
紫
雲
た
な
ひ
き
岩
窟
の
中
/
異
香
薫
し
光
明
赫
々
と
し

て
金
色
曜
々
た
り
/
天
女
檀
上
に
出
現
し
給
ひ
童
子
左
右
に
は
ん
へ
り
ぬ

/
天
女
妙
音
声
を
な
し
て
上
人
に
告
て
日
く
吾
/
む
か
し
末
世
の
一
切
衆

生
を
度
せ
ん
か
た
め
に
此
島
に
/
住
め
り
汝
わ
か
た
め
に
神
洞
を
い
と
な

カ
ン
ル
イ

む
へ
し
と
/
の
た
ま
ひ
一
偶
を
授
給
ふ
上
人
感
涙
不
v
斜
・
/
恭
く
神
教
を

拝
受
せ
り
上
人
干
v
是
嶺
に
(
九
丁
ウ
〉
/

登
り
地
を
え
ら
ひ
神
洞
を
造
立
な
し
給
ひ
/
自
ら
尊
像
を
刻
み
又
天
女
の

告
に
よ
っ
て
秘
尊
を
/
得
て
愛
に
安
置
し
奉
る
今
の
秘
尊
是
な
り
/
本
宮

岩
屋
広
神
殿
を
立
給
ひ
し
よ
り
是
に
/
至
て
六
百
五
十
八
年
を
経
た
り
其

キ

テ

ウ

後
元
久
/
元
年
甲
子
二
月
上
旬
宋
に
入
り
給
ひ
帰
朝
の
/
の
ち
建
永
元
年

丙
寅
七
月
将
軍
家
に
請
ふ
て
/
修
理
を
加
へ
荘
厳
美
麗
を
つ
く
し
法
式

(
十
丁
オ
〉
/

此
時
に
成
就
せ
り
/

右
江
島
来
歴
者
本
朝
神
社
考
和
漢
/
三
才
図
絵
鎌
倉
志
等
に
出
す
と
い
へ

と
も
/
い
ま
た
詳
な
ら
す
其
外
諸
家
の
書
多
し
と
/
い
‘
へ
と
も
或
は
臆
説

多
く
あ
る
は
一
一
一
を
/
記
し
て
亦
尚
こ
と
ノ
¥
く
せ
寸
依
之
/
証
跡
正
か

ら
す
今
謹
市
先
代
旧
事
本
紀
を
/
考
ヘ
セ
上
古
涌
出
の
正
説
を
録
す
最
/

三
社
の
大
縁
起
等
に
載
る
所
其
正
き
を
/
採
り
其
要
を
揚
て
漫
書
云
/
干

時
寛
延
二
年
己
巳
夏
五
月
己
巳
」
。

江
戸
時
代
後
期
の
江
の
島
の
様
子
を
示
す
資
料
と
し
て
、
慶
慮
義
塾
図

書
館
所
蔵
「
江
の
嶋
の
記
(
文
政
十
年
菊
地
民
子
自
筆
稿
本
ど
か
ら
江

の
島
の
部
分
を
紹
介
し
た
い
。
本
書
は
大
橋
納
庵
室
巻
子
の
母
菊
地
民
子

が
文
政
四
年
四
月
十
日
か
ら
十
九
日
迄
、
。
江
戸
よ
り
金
沢
八
景
・
鎌
倉
・

江
の
島
・
大
山
を
め
ぐ
っ
た
紀
行
文
で
あ
る
。
こ
の
年
三
月
よ
り
御
開
帳

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
四
月
十
一
・
十
二
日
は
金
沢
扇
屋
、
十
三
日
は
鎌

倉
に
泊
り
、
江
の
島
に
は
十
四
日
に
着
い
て
い
る
。

「
(
前
略
)
巳
の
刻
/
は
か
り
に
江
の
嶋
な
る
岩
本
院
と
い
へ
る
べ
た
う
の

/
も
と
に
着
て
と
ば
か
り
い
こ
ふ
弁
財
天
女
の
宮
は
/
山
の
上
に
た
〉
せ
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給
ひ
に
上
の
宮
下
の
官
と
い
へ
る
/
そ
あ
ん
な
る
こ
〉
も
か
し
こ
も
戸
ば

り
ひ
ら
か
せ
給
ひ
て
/
お
が
ま
れ
さ
せ
給
ふ
い
と
/
¥
た
ふ
と
し
奥
の
院

と
/
い
へ
る
に
ま
う
て
ん
と
て
ゆ
く
其
堂
は
岩
か
ね
な
〉
め
/
に
そ
は
た

オ

ち
て
た
や
す
か
ら
す
登
り
つ
下
り
つ
し
て
/
児
か
測
と
い
へ
る
所
に
い
た

ナ
ゲ

る
白
菊
と
い
へ
る
児
の
/
事
あ
り
て
身
を
投
け
る
跡
な
り
と
そ
/
波
の
色

チ
ヒ
ロ

は
い
と
こ
き
藍
に
似
て
ふ
か
さ
し
る
へ
か
ら
ず
/
け
に
千
尋
と
は
か
〉
る

を
や
い
ふ
な
る
べ
し
何
と
/
な
く
物
す
こ
き
物
か
ら
又
見
所
こ
よ
な
し
/

海
の
面
は
風
な
き
て
朝
に
あ
さ
り
す
る
海
士
の
/
ほ
こ
ら
は
し
け
な
る
け

に
何
に
た
と
へ
ん
朝
び
ら
き
/
な
と
打
う
た
は
れ
ぬ
奥
の
院
と
い
へ
る
は

イ
ハ
ホ
巌
に
そ
ば
/
た
ち
た
る
洞
の
中
を
二
丁
は
か
り
か
ほ
と
奥
ざ
ま
/
に
中
々

に
そ
あ
り
け
る
い
と
ノ
¥
く
ら
し
松
と
も
し
て
/
た
と
り
ゆ
く
に
ひ
や
〉

か
に
た
る
〉
清
水
の
音
た
え
す
/
岩
聞
を
伝
ひ
た
る
が
ほ
の
聞
え
た
る
な

ど
お
そ
ろ
し
き
/
ま
て
お
ほ
ゆ
浪
を
り
ノ
¥
に
打
い
る
〉
を
お
掃
除
/
浪

と
そ
い
ふ
な
る
岩
に
御
仏
の
か
た
を
え
り
た
る
そ
/
見
ゆ
る
い
と
た
ふ
と

し
ぬ
か
っ
き
奉
り
て
又
お
な
し
/
道
を
た
と
る
ノ
¥
岩
ほ
の
中
を
出
れ
は

常
や
み
の
/
夜
は
れ
た
る
こ
〉
地
し
て
穴
お
も
し
ろ
と
見
る
岩
の
/
さ
ま

ノ
¥
の
汀
に
も
犠
に
も
こ
〉
ち
み
た
れ
た
て
る
に
/
う
ち
ょ
す
る
浪
の
花

か
と
ま
て
ち
り
か
ひ
た
る
は
/
此
世
の
外
の
や
う
に
お
ほ
え
て
け
に
人
の

か
た
り
し
も
/
し
る
〉
た
か
は
さ
り
け
り
と
心
も
空
に
な
り
て
た
ち
/
は

な
れ
か
た
し
く
る
〉
も
し
ら
す
な
か
め
あ
か
し
つ
/
山
寺
の
鐘
に
お
と
ろ

か
さ
れ
て
や
と
り
に
か
へ
ら
ん
と
す
る
に
も
/
名
残
り
を
し
ま
れ
て
か
へ

り
み
か
ち
な
り
さ
る
は
か
た
/
ふ
く
日
影
の
波
を
や
く
が
こ
と
海
つ
ら
に

か
ジ
や
き
/
た
る
に
腐
の
み
つ
ょ
っ
ふ
た
つ
ね
と
こ
ろ
へ
ゆ
く
と
て
/
飛

か
ふ
な
と
い
と
ノ
¥
お
か
し
う
て
い
か
で
な
ひ
と
つ
/
た
る
と
か
た
ふ
き

オ
シ

思
へ
と
か
の
た
え
な
る
け
し
き
に
/
め
て
〉
は
口
唖
す
と
か
い
ひ
け
ん
や

う
に
て
/
お
し
と
ど
も
り
と
か
い
ふ
め
る
こ
と
く
あ
〉
と
打
/
う
め
き
た

る
の
み
に
て
思
ふ
こ
と
と
も
を
た
に
え
ぞ
/
つ
ヌ
け
あ
へ
ぬ
ぞ
口
を
し
き

や
其
夜
も
友
達
占
/
と
も
に
い
と
い
み
し
か
り
つ
る
こ
〉
の
や
う
な
ん
ど

を
/
か
た
ら
ひ
く
ら
す
に
枕
に
ち
か
く
ひ
ゾ
く
浪
の
音
は
/
浪
た
ゾ
こ
〉

も
と
に
よ
せ
来
と
い
ひ
け
ん
浦
半
の
/
さ
ま
も
か
〉
る
に
ゃ
な
ん
ど
思
ひ

よ
そ
へ
ら
る
か
し
/
そ
一
人
と
や
興
な
る
出
ま
し
に
等
の
音
の
た
え
/
¥

/
聞
え
た
る
は
心
に
く
し
よ
し
あ
る
人
の
旅
寝
な
せ
し
/
に
や
過
し
夜
た

り
金
沢
の
宿
り
に
て
聞
し
も
お
な
じ
/
人
ざ
ま
に
や
と
そ
思
ひ
出
ら
る
〉

あ
は
れ
に
お
も
し
ろ
し
/

浦
近
き
旅
寝
の
床
に
玉
挙
の
/
し
ら
へ
も
糸
の
波
か
へ
す
ら
し
/

な
ど
よ
み
つ
〉
寝
さ
め
か
ち
な
り
/
十
五
日
朝
ほ
ら
け
の
け
し
き
な
と
は

心
も
/
こ
と
は
も
及
ひ
か
た
き
を
く
た
ノ
¥
し
う
か
い
つ
ゾ
け
ん
は
/
な

か
ノ
¥
に
事
さ
ま
に
と
て
も
ら
し
つ
こ
〉
よ
り
/
大
山
な
る
御
山
に
ま
う
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て
ん
と
て
出
た
つ
ゆ
き
ノ
¥
/
て
藤
沢
と
い
へ
る
に
着
ぬ
(
以
下
略
)
。
」

j
江
之
島
絵
図
u

は
調
査
し
た
も
の
を
み
る
限
り
、
鎌
倉
や
金
沢
八
景

に
較
べ
、
あ
ま
り
に
少
な
い
。
江
戸
時
代
を
通
じ
、
鎌
倉
絵
図
は
調
査
し

た
も
の
だ
け
で
五
十
四
版
、
金
沢
八
景
絵
図
は
三
十
版
前
後
は
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
に
対
し
、
今
の
と
こ
ろ
十
一
、
二
版
し
か
わ
か
ら
な
い
。
江
戸

宋
期
に
な
る
と
、
広
重
始
め
様
々
な
画
家
が
江
の
島
錦
絵
を
描
い
て
お
り
、

片
瀬
渡
し
場
か
ら
正
面
に
江
の
島
を
見
た
図
も
ず
い
分
あ
る
。
或
い
は
こ

の
こ
と
も
、
絵
図
の
刊
行
数
が
少
な
い
こ
と
〉
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
江
戸
前
期
・
中
期
の
も
の
は
金
沢
八
景
同
様
に
、
鎌
倉

で
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
後
期
に
な
る
と
地
元
の
上
之
宮
や
絵
図
昼

善
兵
衛
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
な
る
。
図
柄
を
み
る
と
、
江
戸
中
期

迄
の
も
の
は
精
組
は
別
と
し
て
、
江
の
島
を
中
心
に
お
い
て
片
瀬
附
近
或

い
は
遠
く
伊
東
迄
描
い
て
い
る
が
、
後
期
以
後
の
も
の
は
東
北
方
面
の
海

上
か
ら
島
を
大
写
し
に
描
い
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
従
っ
て
本
論
で
は

江
戸
前
期
・
中
期
の
も
の
と
後
期
の
も
の
を
分
け
、
各
図
の
解
説
を
進
め

た

'、 s

一
、
江
戸
前
期
中
期
の
F

江
之
島
絵
図
a

始
め
に
各
図
所
収
の
地
名
事
項
の
内
、
江
の
島
内
の
も
の
を
集
め
た
対

照
表
を
作
っ
た
。
各
地
名
は
江
の
島
入
口
よ
り
、
下
之
官
ハ
現
辺
津
宮
〉
・

上
之
官
(
現
中
津
宮
)
・
最
奥
の
本
宮
御
岩
屋
へ
と
通
常
の
参
詣
の
順
に

配
列
し
た
。

文相 l

¥頃刊J l 州、| 
手江
嶋

題ρ肝 之図

(ー)貧

。山 、頃刊ーJ 江 、
版 の

ム1 華絵向島
図

(二.) Q 
) 、延宝

巌Q 貞享 江乃 | 

k2J 3授ZZ i 

題露 買天
¥(三J) 和・

考参享 「

〉刊

号国占

(ニ)刊

戸事 の金

刊〉 所嶋名 江亀山

露」附 患図
図 l

イE

(四1) C ，~ 
)江江

(
江
の
島
入
口
・
東
浜
〉

岩
も
と
u、
ん

岩
本
坊

同
上

巌
本
院

岩
本
坊

〆ー、
絵
の
み
'-../ 

4
 

A
U
 



へ
ん
さ
い
て
ん
ハ
岩

弁
才
天
(
同
上
〉

本
院
の
向
か
い
)

下
の
坊

ひ
か
し
う
ら

岩
あ
な
地
蔵
堂
(
延

命
寺
〉

な
し

な
し

な
し

な
し

え
ん
か
寺

な
し

下
坊

東
う
ら
り
や
う
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

〈
下
之
宮
・
上
之
宮
・
本
宮
御
旅
所
附
近
)

下
之
へ
ん
さ
い
天

な
し

な
し

な
し

下
宮
、局、、・、，、‘・
P
E
F

カ・
v
z
u
レト
ι

な
じ

か
い
る
石

向
上

向
上
向
上

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

向
上

向
上
な
し

向
上

な
し

な
し

漁
家

な
し

な
し

聖
天
島

鵜
島

な
し

な
し

な
し

向
上
無
熱
池

な
し

ガ
マ
イ
シ

弁
才
天

下
坊

東
う
り
ゃ
う
し
ハ
対

岸
の
腰
越
側
に
誤
刻
)

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

向
上

ママ

か
い
る
也

な
し

な
し

な
し

な
し

ひ
か
し
は
ま

ち
そ
う

ょ
こ
ね
石
ヵ

天
う
し
ま

す
〉
り
水
ヵ

な
し

寄
の
は
ま
ヵ

下
ノ
宮

な
し

八
月
か
ま
っ
ヵ

か
い
る
石
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な
し

な
し

な
し

な
し

上
の
へ
ん
さ
い
天

上
之
坊

な
し

な
し

な
し

な
し

金
亀
山
(
本
宮
旅
所

付
近
〉

な
し

合
宿
一
犀
本
宮
付
近
等
)

な
じ

な
し

な
し

な
し

上
宮
な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

向
上

な
し

な
し

福
石

な
し

な
し

-306ー

な
し

な
し

な
し

(
絵
の
み
)

上
坊
ハ
上
宮
の
位
置

に
題
記
〉

な
し

な
し

な
し

な
し

同
上

な
し

な
じ

鐘
堂
ハ
絵
の
み
〉

碑
石
(
絵
の
み
〉

同
上
な
し

な
し

な
し

仁
田
抜
穴

な
し

な
し

本
社
(
本
宮
旅
所
〉

な
し

な
し

な
し

向
上
な
し

な
じ

な
し

な
し

な
し

金
亀
山

な
し

三
重
塔
(
絵
の
み
〉

な
し

な
し

上
ノ
官

な
し

れ
ん
け
ち

か
み
な
り
ま
つ
ヵ

な
し

山
二
つ

な
し

〈
絵
の
み
〉

の門喜 岩
所あ なあ

/り にへん
た 人国「 さ

いはい
なた天

~ ~ 上同
のの
たた
い い 〆背後問、

内な
とコ い
/ -， 
は ち

/に岩
父 「あ
の母な
たの弁
v、 た天

な い ( 背後いな
ヒコ い

龍穴

岩
あ
な
J、、

ん
天

v¥ 
わ
や



ななな り なななない
し し し う し し し し く

ち う
岩 、LJ-

あ
な

なま な り なな ちな
し な し つ し し

、~

し、ーu、 ち カミ
た あ ふ
石 な ち

なま な 同なな児な
し な し し し かし
板 ふ
u、 ち
し

泣魚な 竜池なな児淵 な
面崎石板 し しし し

なまなの母なな児か な
しなしたのしし し
板 いた ふ
石 ない ち
いな
〆議園、 ンL、
ヵ父
、ーノ 一、F

な ませ り 大三ち石
し なん フ

ヲ~ 天 ヲ~ ノ、ー 、ー
いの ち く ごか と
fこい 石んふ う
いわ け ち ろ
しや ん う

料
相
州
江
嶋
之
図

〔
寛
文
頃
〕
刊
〈
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫

は
図
題
・
枠
共
に
陰
刻
で
あ
る
。
承
応

t
万
治
頃
の
絵
図
は
「
新
板
平
安

所
蔵
。
五
回
×
六
二
・
四
糎
。
四
周
単
辺
四
四
・
八
×
五
五
・
五
糎
)

城
東
西
南
北
町
並
洛
下
之
図
(
承
応
三
刊
)
」
「
新
板
大
坂
之
図
(
明
暦
三

東
方
向
よ
り
み
た
図
で
、
中
央
に
江
の
島
を
兜
形
に
大
き
く
配
し
、
右

刊
)
」
「
新
添
江
戸
之
図
ハ
明
歴
三
刊
)
」
「
下
野
国
日
光
山
之
図
〈
承
応
三

側
に
は
対
岸
の
片
瀬
と
腰
越
を
平
面
図
的
に
描
い
て
い
る
。
絵
図
の
周
囲

刊〉」

「
相
州

の
よ
う
に
図
題
と
そ
の
枠
が
陰
刻
の
も
の
が
多
い
。
右
の

に
は
単
辺
の
罫
が
ひ
か
れ
、
図
題
は
罫
内
上
部
の
双
辺
の
枠
内
に
陽
刻
で

鎌
倉
之
本
絵
図
」
二
種
は
版
刻
が
組
く
、
若
干
時
代
の
降
る
寛
文
頃
に
鎌

記
さ
れ
る
。
こ
の
図
題
の
枠
の
形
は
本
図
と
同
様
狩
野
文
庫
所
蔵
「
相
州

倉
の
地
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
本
図
は
こ
の
二
種
の
鎌
倉

鎌
倉
之
本
絵
図
ハ
寛
文
頃
刊

大
和
屋
庄
左
衛
門
)
」
「
同
ハ
寛
文
頃
刊

図
よ
り
描
き
方
は
単
純
で
あ
る
が
、
樹
木
の
描
き
方
が
非
常
に
似
て
い
る
。

高
橋
庄
左
衛
門
)
ハ
所
蔵
者
未
詳
ど
と
似
て
い
る
が
、
こ
の
両
図
の
題
額

又
本
図
同
様
狩
野
文
庫
所
蔵
「
金
沢
之
絵
図
ハ
寛
文
頃
刊

鎌
倉
・
富
田
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屋
一
庄
兵
衛
)
い
'
と
は
図
柄
は
似
丈
い
な
い
が
、
紙
目
が
よ
r

く
似
て
い
る
の

で
、
本
図
が
こ
れ
ら
ニ
図
と
ほ
♂
同
時
代
の
刊
行
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
1
-

本
図
は
山
を
緑
、
道
を
黄
、
.
社
寺
を
朱
に
、
i

筆
彩
が
加
え
ら
れ
て
い

る
干
東
西
南
北
の
方
位
が
刻
さ
れ
、
紙
面
左
に
ほ
自
休
蔵
主
の
詩
が
上
方

上
方
の
詩
は
「
生
国
奥
州
忍
毘
也

に
-
白
菊
の
、
歌
が
下
方
に
記
さ
れ
る
。

/
自
休
蔵
主
詩
/
懸
崖
険
処
捨
生
涯
/
十
有
余
霜
在
利
那
〆
花
質
紅
顔
破

巌
石
/
蛾
眉
翠
黛
接
塵
抄
/
衣
襟
只
湿
千
行
一
課
/
扇
子
空
留
二
首
歌
/
相

対
無
言
愁
思
切
〆
暮
鐘
為
執
催
帰
家
」
、
下
方
の
和
歌
は

「
し
ら
菊
寄
云

/
し
ら
菊
と
忍
の
里
の
人
聞
は
思
ひ
入
江
の
嶋
と
こ
た
へ
よ
/
此
歌
は
渡

し
守
に
を
し
へ
置
る
〉
と
云
'
へ
，

p
/う
き
事
を
思
ひ
入
江
の
嶋
陰
に
捨
る

命
は
波
の
下
草
/
比
母
は
扇
子
、
に
書
き
置
る
〉
と
い
へ
り
」
。

も
う
少
し
島
内
を
み
て
い
く
と
、
岩
本
院
の
向
い
に
P

へ
ん
さ
い
て
ん

(
弁
才
天

γ
が
み
ら
れ
る
。
「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」
〈
以
後
略
称
「
風

土
記
稿
」
)

の
本
宮
旅
所
(
現
奥
津
宮
)
H

の
項
に
て
ゴ
苅
は
岩
本
院
の
前

に
あ
り
し
と
云
ふ
;
、
「
新
編
鎌
倉
志
ハ
貞
享
二
序
刊
)
」
(
以
下
略
称
「
鎌

倉
志
」
〉
の
本
社
の
項
に
て
-
H
近
年
。
下
ノ
宮
・
上
ノ
宮
の
外
ニ
。
本
社

ト
号
シ
山
l
上
ニ
建
l
立
ス
0
4

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
本
宮
御
旅
所
が
御
岩

屋
の
上
に
で
き
る
前
の
姿
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
掲
図
以

下
回
国
・
参
考
同
に
も
ほ
ゾ
同
様
に
弁
才
天
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
本
宮
御

旅
所
の
古
い
形
と
思
わ
れ
る
弁
才
天
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
所
蔵
伝
徳
川
光
園

図
「
相
州
鎌
倉
図
ハ
江
戸
中
前
期
ヵ
写
)
」
に
も
み
ら
れ
る
。
同
図
は
こ
の

岩
本
院
向
い
の
弁
財
天
を
H

下
宮
d

、
下
之
宮
を
H

中
宮
d

、
上
之
官
は

通
常
の
よ
う
に
P

上
官
H

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
F

干
宮
H

記
載
は
他
の
例
を
聞
か
な
い
fo

同
図
の
記
述
に
は
前
述
「
相
州
鎌
倉
の
本

絵
図
」
二
種
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
若
宮
大
路
を
F

車
大
路
d

、
八
幡

グ
中
宮
H

の

宮
前
を
東
西
に
走
る
横
小
路
を
か
若
宮
小
路
d

(

「
鎌
倉
之
本
絵
図
」
で
は

H

わ
か
み
や
ず
し
乙
と
す
る
如
く
で
あ
る
。
或
い
は
こ
の
写
図
も
寛
文

頃
の
鎌
倉
・
江
の
島
の
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
相
州
鎌
倉
之
本
絵
図
」
は
二
種
共
に
江
の
島
を
所
収
し
て
い
な
い
の
で
、

右
の
伝
徳
川
光
園
図
に
よ
っ
て
未
収
録
の
江
の
島
付
近
の
地
名
を
補
な
う

，
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
図
で
は
、
次
い
で
F

岩
本
院
d

と
グ
下

之
へ
ん
さ
い
天
d

の
間
で
両
者
の
側
に
、

P

え
ん
か
寺
4

が
あ
る
。
グ
円

可
寺
d

の
こ
と
〉
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
同
寺
跡
地
は
上
之
坊
の
東
方
に

あ
る
の
で
、
位
置
が
異
な
る
。
こ
の
円
可
寺
に
つ
い
て
J

は
後
期
図
闘
に
於

て
ふ
れ
る
が
、
当
時
こ
の
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
資
料
を

み
る
限
り
、
上
之
坊
東
側
山
中
に
あ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
の
で
問
題
が

あ
る
。
同
寺
は
次
掲
図
同
国
に
も
所
収
さ
れ
な
い
。
こ
の
他
、
本
図
に
は

」
宥
あ
な
地
蔵
ハ
延
命
寺

γ
も
記
載
さ
れ
る
。
同
寺
は
墓
守
念
仏
堂
に
て
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上
之
坊
の
持
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
す
っ
か
り
改
修
さ
れ
て
、
洞
窟
内

の
墓
地
に
な
っ
て
い
る
。
同
寺
を
所
収
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
、

簡
単
に
円
可
寺
の
位
置
を
誤
刻
と
は
い
、
み
き
れ
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

御
岩
屋
の
崖
上
に
庁
金
亀
山
d

が
あ
る
が
、
金
亀
山
は
島
の
総
称
と
い
わ

れ
て
い
る
。
江
戸
中
期
以
前
の
絵
図
を
み
る
と
、
こ
の
位
置
に
書
か
れ
た

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
現
在
の

F

山
ニ
ツ
H

(

江
の
島
の
南
と
北
を
区
切

る
島
の
く
び
れ
に
当
る
峡
地
)
の
南
側
本
宮
御
旅
所
(
奥
津
宮
〉
附
近
の

最
高
点
を
亀
の
首
と
み
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
御
岩
屋
の
P

岩
あ
な
へ

ん
さ
い
天
d

の
建
物
の
奥
に
「
人
は
た
の
所
あ
り
/
た
い
な
い
く
う
」
が

あ
る
が
、
「
風
土
記
稿
」
に
は
諸
書
を
引
用
し
て
、
岩
穴
の
奥
は
二
つ
に
分

れ
F

金
剛
界
d

F

胎
蔵
界
d

の
二
つ
の
洞
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

前
述
「
江
島
縁
起
」

一
巻
(
享
禄
四
年
原
奥
書
)
(
慶
慮
義
塾
図
書
館
所

蔵
)
に
「
(
略
)
安
然
秘
所
記
日
/
西
嶋
山
者
名
ユ
女
婦
石
-
是
即
女
天
、
胎

蔵
界
会
/
也
、
嶋
西
I
南
之
岸
有
ニ
巌
窟
一
名
ニ
金
窟
一
白
ニ
窟
中
-
/
時
l

々

放
ニ
金
光
一
是
故
名
ニ
金
窟
一
々
内
院
二
重
也
、
於
ニ
内
/
院
-
文
有
三
一
窟
一

東
窟
安
ニ
胎
蔵
界
憂
茶
羅
一
西
/
窟
安
ニ
金
剛
界
憂
茶
羅
一
弁
才
天
座
ニ
其

中
/
央
一
左
座
竜
樹
菩
薩
、
右
座
徳
善
大
王
、
其
所
/
安
瑠
璃
壇
、
々
上

安
二
置
法
華
経
一
部

(
以
下
略
ど
と
書
か
れ
る
よ
う
に
、
東
の
洞
を
胎

蔵
界
(
女
〉
、
西
の
洞
を
金
剛
界
(
男
)
に
比
定
し
て
、
後
掲
図
同
国
・
参

考
同
で
は
グ
父
の
胎
内
H

グ
母
の
胎
内
4

と
書
か
れ
る
。
本
図
は
狩
野
文

庫
所
蔵
図
の
み
が
知
ら
れ
る
。
前
田
元
重
氏
の
解
説
で
「
三
浦
古
文
化
」

に
て
影
印
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
図
版
を
省
略
し
た
。

同
江
の
嶋
絵
図

〔
延
宝
〕
刊

鎌
倉
・
松
尾
七
左
衛
門
(
三
井
文
庫
所

蔵
四
七
×
六
六
・
二
糎
)

前
掲
図
が
江
の
島
を
東
海
上
よ
り
み
て
大
き
な
山
形
に
描
い
て
い
た
が
、

本
図
と
次
掲
図
は
よ
り
高
い
視
点
で
見
お
ろ
し
た
鳥
敵
図
式
に
変
っ
て
い

る
。
又
、
島
の
周
囲
に
は
対
岸
の
片
瀬
・
腰
越
だ
け
で
な
く
、
遠
く
は
伊

豆
の
伊
東
・
伊
豆
権
現
、
更
に
富
士
山
・
箱
根
・
大
山
不
動
・
日
向
薬
師

の
山
々
が
と
り
ま
く
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
御
岩
屋
上
の
金

亀
山
附
近
の
道
に
は
旅
人
三
人
、
西
方
の
伊
豆
権
現
附
近
の
熱
海
道
に
は

主
従
三
人
づ
れ
の
旅
人
、
海
上
に
は
漁
師
の
乗
る
舟
が
描
か
れ
て
い
る
。

本
図
に
は
前
掲
図
と
は
違
い
、
四
周
の
罫
が
な
い
。
図
題
は
前
掲
図
同
様
、

上
部
の
双
辺
枠
内
に
書
か
れ
る
。
方
位
も
同
様
で
あ
る
。
本
図
は
上
下

版
木
で
で
き
て
い
る
ら
し
く
、
上
下
に
版
の
継
ぎ
目
が
み
ら
れ
る
。
右
下

に
刊
記
が
あ
り

「
鎌
倉
雪
下
宮
ノ
前
/
松
尾
七
左
衛
門
板
本
」
。

こ
の
版

克
は
旅
館
を
営
ん
で
い
た
家
で
あ
る
。
三
井
文
庫
に
は
雪
の
下
松
尾
某

(
名
前
の
部
分
は
欠
損
〉
の
刊
行
し
た
「
鎌
倉
絵
図
(
延
宝
六
刊
ど
を
も
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所
蔵
す
る
。
本
図
同
様
に
舟
や
人
々
が
描
か
れ
て
お
り
、
同
じ
頃
の
も
の

「
白
菊
と
し
の
ふ
の
里
の

で
あ
ろ
う
。

左
下
に
は
白
菊
の
歌
が
書
か
れ
、

人
と
は
〉
/
お
も
ひ
入
江
の
ふ
ち
と
こ
た
へ
よ
/
右
は
し
ら
菊
と
申
ち
こ

鎌
倉
人
也
此
う
み
に
入
た
も
ふ
/
し
ら
菊
の
花
の
情
の
ふ
か
き
う
み
に
/

友
に
入
江
の
嶋
は
う
れ
し
き
/
右
は
し
の
ふ
の
里
の
坊
也
け
ん
ち
ゃ
う
寺

に
す
み
た
も
ふ
」
。
紙
背
に
は
墨
筆
に
て
題
が
書
か
れ
「
寛
文
寸
(
抹
消

の
跡
あ
り
)
/
江
嶋
絵
図
」
。
鎌
倉
絵
図
を
み
る
と
、
京
都
で
刊
行
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
「
相
州
鎌
倉
之
図
(
明
暦
・
万
治
頃
刊
〉
ハ
前
述
の
承
応

t

万
治
頃
に
刊
行
さ
れ
た
図
と
同
版
式
)
」
・
「
相
州
鎌
倉
之
図
(
寛
文
・
延
宝

刊
)
(
小
図
)
」
と
前
述
「
相
州
鎌
倉
之
本
絵
図
(
寛
文
頃
刊
)
」

二
種
に

は
全
く
人
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
右
の
延
宝
六
年
松
尾
版
以
降
に
書
き
入

れ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
金
沢
八
景
絵
図
の
内
、
寛
文
-
・
延
宝
頃
の
刊

行
図
に
は
「
金
沢
之
絵
図
(
鎌
倉
・
富
田
屋
圧
兵
衛
)
斗
(
狩
野
文
庫
、
神

奈
川
県
立
文
化
資
料
館
側
〉
、
「
金
沢
之
絵
図
(
鎌
倉
雪
の
下
某
版
)
」
(
金

(
詳
細
は
前
田
元
重
氏
グ
金
沢
八
景
絵
図
考
4

「
三
浦

古
文
化
」
第
三
十
三
号
を
御
覧
願
い
た
い
〉
。
題
額
は
前
者
が
陰
刻
、
後
者

は
陽
刻
ハ
装
飾
の
な
い
単
辺
枠
内
〉
で
あ
る
が
、
本
図
は
い
ず
れ
と
も
似

沢
文
庫
〉
が
あ
る

て
い
な
い
。
山
や
人
の
描
き
方
も
こ
の
両
版
と
は
異
な
っ
て
み
え
る
。
本

図
と
次
掲
図
は
か
岩
本
院
d

を
グ
岩
本
坊
d

と
古
様
に
呼
ん
で
い
る
。
現

存
の
文
書
を
み
る
と
、
享
徳
四
年
古
河
公
方
感
状
以
来
、
室
町
江
戸
初
期

を
通
じ
グ
岩
本
坊
F

に
な
っ
て
い
る
が
、
慶
安
二
年
「
仁
門
跡
御
本
寺
詩

文
草
案
(
真
光
院
宛
〉
」
頃
よ
り
、
か
岩
本
院
d

の
院
号
を
使
い
始
め
、
慶

安
末
年
頃
か
ら
は
差
出
・
受
取
状
共
に
院
号
に
一
定
化
さ
れ
て
い
る
。
本

図
の
坊
号
は
絵
図
の
成
立
時
を
引
き
上
げ
る
ほ
ど
の
意
味
は
な
く
、

の
人
は
岩
本
院
側
の
院
号
を
使
う
意
志
と
は
別
に
旧
来
通
り
P

岩
本
坊
4 般

と
呼
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
江
の
島
内
の
記

述
を
前
掲
図
と
比
較
し
て
み
る
と
、
円
可
寺
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
御
岩

屋
の
奥
に
は
右
に
「
父
の
た
い
な
い
」
、
左
に

「
母
の
た
い
な
い
」
が
記

さ
れ
る
。
前
掲
図
に
て
述
べ
た
よ
う
に
東
窟
は
胎
蔵
界
、
西
窟
は
金
剛
界

よ
り
考
え
ら
れ
た
比
職
で
あ
ろ
う
が
、
東
西
が
逆
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ

下
之
宮
下
に
、
-

P

か
い
る
石
d

後
期
以
降
の
絵
図
で
は
F

蝦
膜
石
u

グ
か
い
る
池
d

が
あ
る
が
、
江
戸

れ
る
。

グ
無
熱
池
a

と
な
る
。
安
政
二
年
の

「
江
の
島
紀
行
(
李
院
女
)
」
、
天
保
六
年
の
「
四
親
草
(
独
芳
亭
松
雨
)
」

等
を
み
る
と
グ
か
へ
る
石
'
H

か
へ
る
池
d

の
名
が
あ
る
。
江
戸
期
を
通

じ
て
、
こ
の
石
と
池
に
は
や
〉
重
み
の
な
い
P

か
へ
る
H

の
名
が
俗
称
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
)
本
図
と
次
掲
図
は
前
掲
「
相
州
江
嶋
之
図
」
に

較
べ
、
表
現
に
固
さ
が
な
く
、
ど
こ
か
の
ん
び
り
し
た
感
が
あ
る
。
金
沢

八
景
の
右
ニ
図
の
よ
う
に
遊
覧
地
を
明
る
く
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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山
の
松
の
木
の
形
を
み
る
と
、

「
相
州
鎌
倉
之
本
絵
図
(
寛
文
頃
刊

大

和
屋
庄
左
衛
門
ご
と
一
派
通
ず
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ほ
ど
時
代
に

差
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
掲
図
と
相
対
す
る
別
図
柄
の
絵
図
で
あ

る
の
は
競
争
相
手
を
意
識
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
図
版
1
)

国
江
乃
嶋
絵
図

〔
天
和
・
貞
享
〕
刊
(
長
沢
規
矩
山
也
氏
所
蔵
三
四
・
二
×

四
七
・
一
糎
。
四
周
単
辺
二
九
・
五
×
四
四
・
六
糎
)

前
掲
図
よ
り
一
ま
わ
り
小
さ
い
絵
図
で
、
図
柄
も
所
収
事
項
も
ほ
と
ん

ど
変
ら
ず
、
旅
人
等
人
の
姿
も
ほ
ゾ
同
様
に
描
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
本
図
は
四
周
単
辺
の
罫
内
に
書
か
れ
、
上
部
の
単
辺
の
枠
内
に
は
図
題

が
あ
る
。
前
掲
図
と
異
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
御
岩
屋
奥
の
二
つ
の
洞
の

名
称
が
左
右
逆
に
な
り
、
東
が
グ
母
の
た
い
な
い
ヘ
西
が
F

父
の
た
い

な
い
d

に
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
諸
資
料
を
み
る
と
、
本
図
が
合
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
又
、
三
社
を
み
る
と
、
前
掲
図
の
P

上
宮
u

の
題
記
が

F

上
坊
H

に
変
っ
て
い
る
。
島
の
周
囲
の
舟
の
形
・
位
置
が
変
り
、
対
岸

の
竜
口
寺
グ
日
蓮
土
の
ろ
う
d

内
に
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
の
左

下
に
は
前
掲
図
同
様
に
白
菊
の
和
歌
が
あ
り
「
白
菊
と
し
の
ふ
の
里
の
人

と
は
は
/
お
も
ひ
入
江
の
測
と
こ
た
へ
よ
/
是
は
白
菊
と
て
か
ま
く
ら
の

児
成
し
か
此
海
に
い
り
む
な
し
く
成
/
白
菊
の
花
の
情
の
ふ
か
き
海
に
/

友
に
入
江
の
嶋
は
う
れ
し
き
/
右
は
し
の
ふ
の
里
の
坊
也
け
ん
ち
ゃ
う
じ

/
住
給
ふ
」
。
本
図
は
前
掲
図
に
て
ふ
れ
た
「
金
沢
之
絵
図
(
鎌
倉
雪
之
下

某
版
)
」

と
は
、
題
額
の
形
式
・
樹
木
(
松
・
大
木
・
花
樹
)

の
形
・
遠

方
の
山
景
色
の
描
き
方
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
作
者
が
同
じ
か
も
し
れ

な
い
。
刊
行
時
も
本
図
が
若
干
新
し
い
程
度
か
も
し
れ
な
い
。
本
図
に
は

版
元
名
が
刻
さ
れ
な
い
が
、
前
掲
図
同
様
に
、
松
尾
や
富
田
屋
等
の
鎌
倉

の
旅
館
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
図
よ
り
若
干
時
代
が
降
る

と
思
わ
れ
る
。
菱
川
師
宣
「
和
国
名
所
鑑
ハ
天
和
三
刊

江
戸
・
山
形

屋

大
)
」
(
図
版
3
)
に
も
江
の
島
・
片
瀬
両
側
の
渡
し
場
を
描
く
絵
が

所
収
さ
れ
る
。
本
図
と
ほ
ゾ
同
時
代
で
あ
ろ
う
。
樹
木
の
中
に
本
図
に
若

干
似
た
も
の
も
あ
る
。
絵
の
上
眉
に
書
か
れ
た
グ
相
州
江
之
嶋
8

の
詞
書

を
当
時
の
様
子
を
示
す
資
料
と
し
て
こ
〉
に
紹
介
し
た
い
。

「
え
の
し
ま
の
ベ
ん
ざ
い
/
て
ん
と
申
た
て
ま
つ
る
は
/
我
て
う
三
ペ
ん

ざ
い
天
/
の
う
ち
也
あ
き
の
宮
/
嶋
の
ベ
ん
ざ
い
て
ん
あ
ふ
/
み
の
ち
く

ふ
し
ま
相
州
/
え
の
し
ま
と
て
是
三
つ
/
の
れ
い
ぶ
つ
な
り
海
/
の
ほ
と

り
に
夜
の
内
に
/
し
ゆ
っ
げ
ん
し
た
る
山
/
な
り
下
の
み
や
上
の
宮
/
岩

あ
な
の
ベ
ん
ざ
い
て
ん
/
と
て
三
所
に
立
給
ふ
也
/
岩
も
と
の
ベ
ん
ざ
い

て
ん
/
海
上
ま
ん
ノ
¥
た
る
い
わ
の
/
き
し
に
あ
り
そ
れ
J

/
し
て
い
わ

あ
な
へ
入
る
/
さ
ん
け
い
の
た
う
し
や
た
/
い
ま
つ
を
と
ほ
し
て
/
せ
ん
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あ
な

た
つ
を
た
の
み
穴
へ
/
入
也
此
岩
も
と
の
な
み
/
う
ち
き
わ
に
て
あ
ま
共

/
あ
わ
び
を
と
る
猟
師
あ
み
を
お
ろ
し
て
れ
う
/
を
す
る
お
も
し
ろ
き
所

也
(
以
下
略
〉
」
。

(
図
版
2
)

同
金
亀
山
江
属
図

〔
江
戸
中
期
〕
刊
〈
金
沢
文
庫
所
蔵
二
三
・
七
×
六

八
・
二
糎
)

「
江
の
嶋
名
所
(
一
枚
刷
〉
」
の
所
収
図
で
、
右
側
に
は
題
記
に
つ
い
で

十
三
行
の
案
内
記
が
書
か
れ
、
そ
の
左
に
は
上
部
に
題
記
の
書
か
れ
た
絵

図
〈
約
四
十
糎
〉
が
配
さ
れ
る
。
本
図
は
東
の
海
上
よ
り
島
を
み
て
、
御

岩
屋
か
ら
東
浜
を
正
面
に
描
い
て
い
る
。
前
掲
H
t伺
よ
り
刊
行
年
代
は

降
り
、
下
之
官
に
は
杉
山
検
校
が
元
禄
六
年
に
建
立
し
た
三
重
塔
が
み
え

る
。
版
式
か
ら
み
て
、
宝
永
・
正
徳
頃
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

筆
彩
に
て
山
に
緑
、
建
物
に
朱
が
ほ
ど
と
さ
れ
る
。
上
部
の
題
記
左
に
は

白
菊
の
句
が
あ
り
「
白
菊
と
/
忍
ふ
の
/
さ
と
の
/
人
と
/
は
ゾ
/
思
ひ

入
江
の
/
嶋
と
/
こ
た
へ
/
よ
/
う
き
こ
と
を
/
思
ひ
い
り
え
/
の
嶋
か

け
に
/
す
つ
る
命
は
/
浪
の
し
た
く
さ
」
。
本
図
は
地
方
版
の
せ
い
な
の

か
、
判
読
で
き
な
い
地
名
が
多
い
。
御
岩
屋
周
辺
に
H

大
黒
石
d

が
あ
る

等
、
本
項
始
め
の
P

地
名
対
照
表
H

を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
他
図
に

な
い
地
名
が
多
く
所
収
さ
れ
る
。
本
社
御
旅
所
は
岩
本
院
前
よ
り
、
御
岩

屋
背
後
山
上
に
移
っ
て
い
る
。
御
岩
屋
の
東
方
の
竜
穴
、
山
ニ
ツ
東
方
の

蓮
華
池
が
あ
る
よ
う
に
、
前
掲
各
図
よ
り
細
か
い
地
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

右
側
に
配
さ
れ
た
「
江
の
嶋
名
所
」
は
入
口
の
茶
屋
町
か
ら
下
之
宮
・
上

之
宮
・
御
岩
屋
と
通
常
の
巡
路
に
従
い
島
内
の
名
所
を
た
ず
ね
て
い
る
。

今
そ
の
内
、
一
ニ
社
を
参
詣
す
る
部
分
を
抜
書
き
す
る
と
、

「
〈
略
〉
こ
〉
に
仁
王
門
有
り
。
三
重
/
の
と
う
あ
り
。
い
な
り
山
。
ご
っ

て
ん
わ
う
の
官
。
又
ご
ふ
く
石
有
。
ほ
う
そ
う
の
神
石
の
と
り
い
。
此
坂

を
上
り
。
ゆ
ず
い
じ
ん
門
有
り
下
の
み
や
弁
才
は
開
山
ぢ
ひ
/
上
人
の
御

作
本
地
に
よ
い
り
ん
く
わ
ん
お
ん
つ
き
が
ね
だ
う
。
ひ
の
も
ん
石
。
十
/

五
社
の
宮
あ
り
。
本
地
だ
う
。
ご
ま
だ
う
有
。
東
町
に
し
ゃ
う
で
ん
の
山
。

見
へ
る
/
上
り
て
か
う
か
門
有
り
。
上
の
宮
弁
才
天
は
ち
が
く
大
師
の
御

作
。
本
地
み
だ
/
に
よ
ら
い
な
り
。
い
な
り
の
官
。
ほ
う
そ
う
神
。
ご
ま

石
の
と
/
り
い
。
ら
う
も
ん
。
二
王
。
も
ん
か
り
や

だ
う
ぢ
ぞ
う
だ
う
。

の
宮
あ
り
。
大
し
ど
う
い
な
り
の
宮
。
ぐ
も
ん
し
/
だ
う
つ
き
が
ね
だ
う
。

し
ゃ
う
く
わ
ん
お
ん
の
だ
う
有
。

(略〉」。

こ
れ
に
よ
り
当
時
の
各
社
の

様
子
が
わ
か
る
。

参
考
H
江
島
図
!
貞
享
二
序
刊
「
新
編
鎌
倉
志
(
京
都
・
茨
城
多
左
衛
門

大
)
」
附
図
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対
岸
の
片
瀬
を
下
に
平
面
図
式
の
絵
図
で
あ
る
。
同
書
の
本
文
通
り
、

本
宮
御
旅
所
は
岩
本
院
向
い
で
は
な
く
、
御
岩
屋
(
竜
穴
)
崖
上
に
建
て

ら
れ
、
本
社
と
書
か
れ
る
。
平
面
図
式
で
あ
る
の
で
、
島
の
中
央
部
の
表

と
裏
を
分
け
る
括
れ
(
山
二
ツ
)
が
わ
か
る
。
次
掲
図
と
江
の
島
の
形
は

似
て
い
る
が
、
本
図
で
は
対
岸
の
記
入
を
ほ
と
ん
ど
省
略
し
て
い
る
。
人

物
は
全
く
描
か
れ
な
い
が
、
島
の
西
側
に
は
帆
掛
船
二
般
が
あ
る
。
他
図

で
は
各
社
の
別
当
の
岩
本
院
・
下
之
坊
・
上
之
坊
が
あ
る
が
、
本
図
で
は

下
之
宮
に
本
殿
の
他
に
鐘
楼
・
碑
石
を
も
描
い
て
い
る
に
も
か
〉
わ
ら
ず
、

別
当
に
つ
い
て
は
岩
本
院
だ
け
で
上
之
坊
・
下
之
坊
は
全
く
書
か
れ
て
い

な
い
。
本
書
は
明
治
迄
、
版
木
が
残
り
刷
り
続
け
ら
れ
た
の
で
、
数
種
の

年
記
の
異
な
る
後
刷
本
が
あ
る
。
正
徳
三
年
奥
付
本
・
京
都
山
田
茂
助
明

治
後
印
本
・
明
治
三
十
四
年
岐
阜
三
浦
源
助
後
印
本
は
全
て
貞
享
二
年
序

刊
本
の
同
版
・
後
印
本
で
あ
る
。

ハ
図
版
4
〉

参
考
同
江
之
嶋
図

l
元
禄
十
一
刊
「
頭
書
大
成
節
用
集
」
二
種
の
附
図

コ
蹟
書
大
成
節
用
集
」

は
刊
行
年
を
同
じ
く
す
る
万
屋
清
兵
衛
版
(
単

辺
六
行
本
〉
と
須
原
屋
茂
兵
衛
版
(
単
辺
七
行
本
)
の
二
種
ハ
両
版
共
に

美
濃
判
)
が
あ
る
。
両
者
共
に
見
聞
き
半
葉
の
大
き
さ
で
「
金
沢
之
図
」

「
鎌
倉
之
図
」
「
江
之
嶋
図
」
の
三
図
を
所
載
す
る
。
両
版
共
に
三
図
は
全

く
同
図
柄
で
、
か
ぶ
せ
彫
り
関
係
に
あ
る
別
版
で
あ
る
。
各
図
の
所
収
事

項
も
又
ほ
ヌ
同
一
で
あ
る
。
万
屋
清
兵
衛
版
所
収
「
江
之
嶋
図
」
は
若
干

絵
図
の
線
が
太
く
、
江
の
島
の
樹
木
の
描
写
が
て
い
ね
い
で
枝
数
も
多
い
。

こ
の
両
版
は
本
文
の
底
本
を
異
に
し
て
い
る
が
、
附
図
の
三
図
は
か
ぶ
せ

彫
り
関
係
に
あ
り
同
図
柄
で
あ
る
た
め
、
こ
〉
に
ま
と
め
て
解
説
す
る
。

本
図
は
単
辺
の
罫
内
に
描
か
れ
、
図
題
は
上
部
の
単
辺
枠
内
に
書
か
れ
る
。

前
掲
「
鎌
倉
志
」
所
収
図
と
図
形
が
同
様
で
、
島
の
西
海
上
に
帆
掛
船
が

二
般
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
周
囲
は
前
掲
松
尾
版
同
及
び
国
同
様
に
伊
豆

の
伊
東
よ
り
島
を
め
ぐ
る
形
に
描
か
れ
、
旅
人
も
似
た
よ
う
な
位
置
に
い

る
。
松
尾
版
の
内
容
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
、
図
柄
を
前
掲
「
鎌
倉
志
」
所

収
図
に
似
せ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
図
は
東
浜
漁
師
町
辺

を
不
自
然
に
大
き
く
し
て
い
る
。
従
っ
て
所
収
地
名
は
前
掲
同
及
び
同
と

ほ
ヌ
同
ょ
う
で
あ
る
の
で
、
岩
本
坊
向
い
に
弁
才
天
〈
当
時
は
す
で
に
な

い
は
ず
)
が
あ
り
、

F

岩
あ
な
弁
天
H

上
に
「
金
亀
山
」
と
書
か
れ
る
。

本
図
に
は
江
の
島
の
旧
態
も
記
さ
れ
る
が
、
誤
刻
も
多
い
。
右
の
本
宮
御

旅
所
の
前
身
と
思
わ
れ
る
弁
才
天
は
東
の
海
岸
辺
り
に
書
か
れ
、
松
尾
版

同
及
び
同
に
書
か
れ
て
い
た
「
東
う
ら
り
ゃ
う
し
(
東
浦
漁
師
)
」
は
対
岸

の
腰
越
小
動
岬
附
近
に
「
東
う
り
ゃ
う
し
」
と
記
さ
れ
、
本
宮
岩
屋
奥
に

あ
る
は
ず
の
「
母
の
た
い
な
い
/
父
の
た
い
な
い
(
両
胎
内
の
位
置
の
み
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は
前
述
同
と
同
様
ど
が
竜
池
と
思
わ
れ
る
窟
内
に
記
さ
れ
、
伊
豆
権
現
を

相
模
湾
内
の
海
上
に
島
様
に
描
か
れ
る
よ
う
に
、
‘
小
さ
い
図
面
の
中
広
は

誤
刻
が
多
い
。
地
理
を
知
ら
な
い
人
が
書
写
・
再
編
し
て
い
る
う
ち
に
、

図
柄
を
立
派
に
す
る
方
に
熱
が
入
り
内
容
の
正
確
さ
は
二
の
次
に
な
っ
た

せ
い
か
も
し
れ
な
い
。
次
に
本
図
所
収
の
両
版
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
た
い
。

川
頭
書
大
成
節
用
集

元
禄
十
一
刊

江
戸
・
万
屋
清
兵
衛

大
(
静

嘉
堂
文
庫
所
蔵
)

本
文
は
四
周
単
辺
有
界
、
毎
半
葉
六
行
。
巻
末
刊
記
は

中
町
歳
江
戸
日
本
橋
府
間
関
畑
一
附
問
問
一
巴
。
本
文
付
載
の
「
本
朝
年
号
略
記
」
中
に

「
:
・
元
禄
四
年
糾
迄
:
・
」
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
元
禄
四
年
に
本
書
は
編

纂
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
所
収
附
図
の
よ
「
江
之
嶋
図
」
も
左
の
須
原

「
元
禄
十
一

屋
茂
兵
衛
版
よ
り
て
い
ね
い
で
あ
る
の
は
、
，
左
記
の
版
の
原
図
或
い
は
原

図
に
近
い
図
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
金
沢
文
庫
に
は
本
書
よ
り
「
江
之
嶋

図
」
・
を
切
り
と
っ
た
一
葉
が
所
蔵
さ
れ
る
。

間
頭
書
大
成
節
用
集

克
禄
十
一
刊

江
戸
・
須
原
屋
茂
兵
衛

大

(
国
立
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
所
蔵
〉

本
文
は
四
周
単
辺
、
有
界
毎
半
葉
七
行
。
前
掲
書
と
は
行
款
を
違
え
る

だ
け
で
な
く
、
底
本
が
異
り
収
録
語
順
も
異
な
る
。
巻
末
刊
記
は
「
元
禄

十
一
歳
献
正
月
吉
互
/
江
戸
日
本
一
橋
南
一
丁
目
書
林
須
原
屋
茂
兵
衛
板
」
。
前
掲

書
と
は
附
載
編
も
か
な
り
異
な
る
。

そ
の
内
、
「
本
朝
年
号
略
紀
」
中
に

「
:
・
元
禄
十
年
迄
:
・
」
が
あ
る
の
で
、

本
書
は
刊
行
年
の
前
年
に
で
き
た

も
の
か
も
し
れ
な
い
。
従
っ
て
本
書
所
載
附
図
の
三
図
は
前
掲
万
屋
清
兵

衛
版
を
か
ぶ
せ
彫
り
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
元
禄
十

二
年
に
同
版
に
て
修
印
さ
れ
て
い
る

(
同
亀
田
文
庫
所
蔵
〉
。

三
井
文
庫

に
は
本
書
か
ら
附
図
三
図
の
み
切
り
と
っ
た
三
葉
が
所
蔵
さ
れ
る
。
同
版

で
あ
る
が
「
金
沢
之
図
」
の
左
す
み
に
元
禄
十
四
年
の
刊
記
が
刻
さ
れ
て

い
る
。
本
書
の
後
刷
に
て
そ
の
刊
記
を
追
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
亀

国
文
庫
本
は
保
存
状
況
が
悪
く
、
こ
の
三
井
文
庫
図
を
使
用
し
な
い
と
各

所
収
事
項
の
判
読
は
難
し
い
。

二
、
江
戸
後
期
の
よ
比
之
島
絵
図
d

江
の
島
入
口
銅
鳥
居
東
側
に
住
む
絵
図
屋
善
兵
衛
が
「
江
之
島
金
亀
山

細
見
之
図
」
を
刊
行
し
て
か
ら
、
江
の
島
を
大
写
し
に
描
い
た
図
柄
が
以

後
の
F

江
之
島
絵
図
d

の
主
流
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
項
で
は
、

図
柄
の
類
似
し
た
も
の
を
ま
と
め
解
題
を
配
し
た
の
で
、
各
図
の
順
位
と

時
代
順
に
ば
少
し
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
江
戸
前
期
・
中
期
の
項
と
同

様
に
、
解
題
の
前
に
次
掲
七
版
の
所
収
地
名
の
比
較
表
を
配
し
た
。
前
表

同
様
に
、
江
の
島
入
口
・
東
浦
角
的
町
・
下
之
官
・
上
之
宮
・
本
宮
御
旅

所
・
本
宮
御
岩
屋
の
通
常
の
参
詣
順
に
各
地
名
を
配
列
し
た
.
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ななななな議ななななな盆
しししししの ししーししし

み み
、相J 、ーノ
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襲主Z書 碑文 閉経なの本末社な随高話官
堂山堂カし)口地堂 し

童宮 石
子 上fヘ

之
坊
J、、

し同下ごき宋になな十 ななしずな

ゆ上のまひょ誤刻、J しし宮神 ししめゐし
ろ宮堂り(

松引 んじ
う わ上

た 之 も
り
境官内

ん
し
せ

上同 上同 下之 上向 宋所収閉経堂 同つ本な志向な
よ 山 上て地堂 しめ上し

，局-4 

来伝のり 堂隣同の 堂〈絵屋図 )左 碑石ハ 松引

碑 ε の
初版 向

震EEEi; なな同 な末社な随高 な
しし上 ししし

華之 日

記本国

同同上同向 上向 なな上向
な同な同な

上上上 しし し上し上し

同上同同向 同 なな上向 な上同な同な
上 上上 上 しし し し上し

な露E議 な ななな ななな同な

しの の し ししし ししし上し

み み
'-" 、、J

ハ
上
之
宮
|
現
中
津
宮
〉

一
御
供
水

向
上

向
上

な
し

同
上

同
上

向
上
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な蓮な〉当上ハ絵ハ絵ハ絵〈絵上で震堂謹はなで十元 種箆門
し花池し 之坊(/) (り"" rn. り mり之宮は 謹摩 しきーし

みみみみ 本地 。以 な稲
""' ¥.../ ¥.../ ¥.../ ¥.../ ... u:. ""'以 い荷
上 堂の下〉カ
之 の下位の

判読
r局.L，・

位 置の〉置図
，SU 図で

山なー 上ハ絵茶屋ハ絵 し上 摩護 豊本 十な楼
こしへ のの のゅの ーし門
4つ ん 坊み 、みJ ろ宮 堂 u、
上 〉う な
人 り

就水成

同なな 上議同議向上 上向 上向
同な同

上しし 高の上の上之 上し上
み 存 ，向三F

、._/ 、..:/

、、

なし 蓮花池 成就水
上石議震鐘同 な

上向 ， 
の烏の 堂上 し
坊居 居 稲神

井
み

荷、J

喝一

な同上同 同 E盆同同同
童書堂 t 

同同同
.し上 上 の上上上 上上上

み 堂(
、../

〉 位置同

な上同同
し上

上同同会幅同上同岡地本な 本 ー 同上同向

上 CのzE 上 上 E止(量同し 整Z ;上 上

ななな 〆絵問、 〆絵園、 〆絵圏、 〆絵由、 i:品，‘ I門吉司 な な なな議
ししし のののの し上 し し ししの

みみみみ み
、J 、_，I ¥.../、、J 、._/
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ハ
本
宮
旅
所

i
現
奥
樟
宮
〉

絵

喜御所
翁帯主堂 §雀

の 読 のの
み で みみ
、切'" き 、国"、-"

な
レ、
、-"

し
御処旅
ん求同開議議

ゆ 堂男上山のの
ろ

雀物 堂みみう 堂'-"'-" 
はく
ーは
て〉 ん
〉を

同
御旅所
ん求上同同〈絵(絵

上 堂持宇聞 上自V，J V，I 前

建物 〉み ) み

は

つ ん
)を

鐘昼Mι包

所害旅
翁求E岡石宮居々聞 上之

の持堂 烏居

建物

警堂
同 同堂堂求同同石同
上

上 2言E上上書上
は
、

観回 観目

上同 所〉御旅 上同
同同同同同
上上上上上

議
図

な
上向 会天物王な な な公ij¥l:o; 

し しししの

一 み
"0 

、J
あ
り、-../
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と
フ
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み
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運魚三な な
板天.し し
石

同ま同ば詩南ろ
上な上せ碑郭う
u、 を 1'""'、
fこ イ〉

」服部J 石 カミ

墳潮 先
生 z

同同同議 絵
上上上の の

み み
'-../ 、、J

同魚同な な

上石板上し し

同同同な な
上上上し じ

同同同な な
上上上し し

同同定な な
上上のし し

み、、J

ハ江
mu
島
外
)

富
嶋姥、

士
山
島

島 '1'_の
の 左
左

、、J
、ーノ

絵
う

4 ば
の

向島み、._/
島島 のの
右右

上向
同
J上

絵
な

の し

み
'-../ 

島
‘の

¥右J 

冨 な
士 し

島
の
左、_，I

同 な
上 ?し

峰心普 盆遣し )方 乳苦四

フ 島
る の
高 上

国
江
之
島
金
亀
山
細
見
之
図

兵
衛
〈
長
沢
規
矩
也
氏
所
蔵
三
二
・
九
×
四
七
・
六
糎
〉

右
の
各
図
と
変
り
、
両
面
い
っ
ぱ
い
に
江
の
島
を
描
き
、
正
反
対
の
位

置
に
あ
る
た
め
、
実
際
に
は
互
い
に
見
え
な
い
は
ず
の
島
の
入
口
の
茶
屋

末
迄
こ
の
図
柄
を
踏
襲
し
た
絵
図
の
刊
行
が
続
け
ら
れ
る
。
図
面
の
右
側

に
図
題
が
記
さ
れ
、
左
下
に
刊
記
が
あ
り
、
「
江
之
島
絵
図
屋
善
兵
衛
板

刻
、
四
す
み
に
は
方
位
が
対
角
線
の
位
置
に
刻
さ
れ
る
。
版
元
の
絵
図

屋
善
兵
衛
は
江
の
島
入
口
銅
鳥
居
横
で
絵
図
を
販
売
し
て
い
た
庖
で
知
ら

〔
寛
政
以
前
〕
刊

江
の
島
・
絵
図
屋
善

町
と
島
の
裏
側
の
御
岩
屋
の
両
者
が
正
面
を
向
い
て
い
る
。
以
後
、
明
治

れ
、
現
在
も
同
位
置
で
絵
図
屋
堀
江
商
庖
と
号
し
て
土
産
物
庖
を
営
な
ま
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れ
て
い
る
。
御
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
堀
江
善
次
氏
は
失
わ
れ
た
絵
図
屋
の

資
料
を
熱
心
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
絵
図
の
版
元
に
も
絵
図
屋
半
兵

衛
(
享
保
・
元
文
頃
の
版
)
と
絵
図
屋
弥
左
衛
門
〈
寛
政
・
文
化
頃
の
版
〉

の
二
人
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
を
以
前
か
ら
絵
図
屋
の
一
族
と
ば
か
り

思
い
込
ん
で
い
た
の
で
、
堀
江
氏
に
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
全
く
存
知
な
い

と
の
由
で
あ
っ
た
。
本
図
は
次
掲
図
闘
の
序
文
に
よ
り
、
寛
政
七
年
以
前

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
し
た
長
沢
規
矩
也
氏
所
蔵
図

を
み
る
と
、
印
刷
面
が
何
か
し
っ
く
り
せ
ず
、

い
か
に
も
地
方
で
印
刷

(
版
木
彫
工
は
江
戸
ヵ
〉
さ
れ
た
感
が
強
い
。
若
干
後
刷
の
せ
い
な
の
か
、

墨
が
に
じ
み
判
読
で
き
な
い
地
名
が
多
い
。
以
前
の
絵
図
で
は
島
内
の
地

名
は
十
代
程
度
で
あ
っ
た
が
、
本
図
に
は
五
十
余
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

下
之
宮
・

上
之
宮
・
本
宮
御
旅
所
の
各
境
内
建
物
が
本
図
か
ら
細
か
に

書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
図
は
次
掲
図
文
化
五
年
刊
行
図
と
若
干
異
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
み
る
と
、
よ
り
古
様
の
姿
を
示
し
て
い
る

よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

下
之
宮
で
は
三
重
塔
左
に
P

エ
ン
マ
堂
ヘ
同

宮
よ
り
上
之
宮
へ
の
道
口
に
F

本
地
堂
ハ
後
掲
各
図
で
は
H

十
宮
神
d

の

位
置

γ
、
本
宮
御
旅
所
の
楼
門
脇
に
H

本
地
堂
d

(

後
掲
各
図
で
は
庁
開

山
堂
d

)

が
あ
る
の
は
他
と
異
な
る
。
文
化
・
文
政
の
調
査
と
思
わ
れ
る

「
風
土
記
稿
」
を
み
る
と
、

下
之
宮
P

閣
魔
堂
d

は
三
重
塔
の
右
、

同

M

本
地
堂
d

は
社
股
寄
り
の
護
摩
堂
近
く
に
あ
る
。
又
、
文
化
年
間
の
調

査
と
思
わ
れ
る
「
五
海
道
分
間
延
絵
図
」
所
収
図
を
み
る
と
、
本
宮
御
旅

所
の
グ
閉
山
堂
u

は
F

観
音
堂
d

よ
り
社
殿
よ
り
に
あ
る
。
「
十
方
庵
遊

歴
雑
記
」
(
文
化
六
年
の
項
)

に
は
本
宮
の
側
に
あ
る
と
記
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
違
い
は
以
前
の
様
子
を
示
し
て
い
る
の
か
、
絵
図
作
成
上
の
単
純

化
に
よ
る
せ
い
か
、
誤
刻
な
の
か
今
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。
稚
児
ケ
淵

上
に
芭
蕉
句
碑
が
な
い
の
は
寛
政
九
年
建
立
以
前
の
図
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。

本
図
は
す
で
に
ゴ
ニ
天
d

に
注
縄
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
左
下
の
刊
記
の

と
な
り
に
は
前
掲
各
図
同
様
に
、
白
菊
の
和
歌
が
あ
り
「
し
ら
き
く
と
し

の
ふ
の
さ
と
の
人
と
わ
は
/
お
も
ひ
入
江
の
し
ま
と
こ
た
与
え
よ
/
白
菊
/

し
ら
き
く
の
花
の
な
さ
け
の
/
深
き
海
に
/
と
も
に
入
江
の
島
そ
う
れ
し

き
/
自
休
口
」
。
富
士
山
と
姥
島
(
烏
帽
子
岩
)
が
江
の
島
の
左
に
描
か

れ
る
。
「
風
土
記
稿
」

に
「
西
方
乳
母
島
に
至
る
迄
を
当
島
の
持
と
す
」

と
記
さ
れ
る
。
そ
れ
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
島
は
後
述
吉
田
蘭

香
図
同
以
下
三
図
凶
同
を
除
く
各
図
に
み
え
る
。
以
下
各
図
の
詳
細
な
所

収
地
名
は
本
項
始
め
の
庁
所
収
地
名
表
d

を
御
覧
願
い
た
い
。
(
図
版
5
)

同
江
嶋
一
望
図

文
化
五
刊

江
の
島
・
絵
図
屋
善
兵
衛
ハ
長
沢
規
矩
也

氏

金
沢
文
庫

神
奈
川
県
立
文

堀
江
善
次
氏

家
蔵

三
康
図
書
館

つ白q
u
 



化
資
料
館
餓
所
蔵
〉

前
掲
図
と
同
様
の
図
柄
で
あ
る
)
但
し
、
富
士
山
と
姥
島
は
島
の
右
側

に
描
か
れ
、
方
位
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
図
題
は
上
部
に
、
双
辺
の
枠
内

に
書
か
れ
る
。
、
本
図
に
は
右
上
に
序
文
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
絵
図
刊
行

に
つ
い
て
の
経
過
が
わ
か
る
。
(
)
内
の
年
号
は
今
便
宜
上
補
記
し
た
。

「
僕
が
家
島
中
の
図
を
売
る
を
以
て
号
じ
て
絵
図
屋
イ
/
一
と
い
ふ
寛
政
乙
卯

(
七
年
〉

の
歳
火
災
に
羅
り
て
其
鎮
板
を
/
失
ひ
心
を
江
戸
千
葉
君
沙
橘

尼
新
に
板
を
刻
さ
し
/
め
僕
が
家
に
恵
投
し
て
家
産
を
賑
は
し
た
ま
へ
り

し
/
か
る
に
客
冬
(
文
化
四
年
)
十
一
月
其
板
も
ま
た
灰
燈
と
な
れ
り
因

て
/
更
に
千
葉
君
に
請
ひ
鎮
版
旧
の
ご
と
く
な
り
て
四
方
〆
来
慌
の
諸
君

子
に
ひ
台
く
此
図
に
拠
り
て
島
中
/
、
を
巡
覧
し
た
ま
バ
ゾ
遺
る
と
之
ろ
な

か
る
べ
し
な
ほ
/
其
来
由
を
識
ん
と
欲
せ
ば
別
に
一
冊
子
あ
り
照
し
よ
み

た
ま
ふ
ベ
し
/
絵
図
屋
主
人
欽
白
ヅ
/
文
化
戊
辰
(
五
年
)
四
月
L
J

左

T
の
双
辺
枠
内
に
は
判
記
が
あ
り
1
;
「
え
の
し
ま
入
口
在
が
は
か
ど
/
絵

図
屋
善
兵
衛
版
」
。
そ
の
左
下
に
刻
工
名
が
刻
さ
れ
「
彫
工
江
一

i
時
州
」
。

こ
の
序
文
に
よ
り
、
絵
図
屋
で
は
寛
政
七
年
・
文
叱
四
年
の
調
度
に
焼
失

し
た
こ
版
と
新
じ
い
版
木
を
合
せ
、
当
時
す
で
に
三
版
の
絵
図
の
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
千
葉
抄
橘
尼
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
文
化
四
年
十

一
月
の
火
災
は
「
十
方
庵
遊
歴
雑
記
」
に
み
え
る
、
え
び
す
や
茂
八
が
火

元
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
図
は
版
式
よ
り
み
て
、
寛
政
七
年
に
焼
失
し

た
初
版
図
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
図
・
本
図
・
次
掲
図
に
は
島
の
西
岸

に
あ
る
墓
所
の
守
堂
で
あ
る
西
方
寺
(
庵
)
と
東
岸
に
あ
る
同
様
の
延
命

寺
、
更
に
円
可
寺
が
あ
る
。
円
可
寺
は
「
風
土
記
稿
」
に
は
「
古
義
真
言

宗
、
手
広
村
青
蓮
寺
末
に
て
山
中
の
香
花
院
な
り
し
が
、
近
き
頃
廃
絶
せ
'

り
と
一
冨
ふ
」
と
記
さ
れ
る
。
「
江
島
大
州
紙
(
釈
因
静
編
?
宝
暦
九
利
)
」

「
舗
臓
耕
一
晴
江
嶋
詣
(
星
運
堂
刊
〉
」
「
プ
十
方
庵
遊
歴
雑
記
ハ
大
浄
敬
順
著
〉

(
文
化
六
年
八
月
の
項
〉
」
「
四
親
草
ハ
松
雨
著
)
ハ
天
保
六
年
紀
行
〉
」
に

は
円
可
寺
の
存
在
が
書
か
れ
て
い
る
?
「
十
方
庵
遊
歴
雑
記
」
に
は
「
東

会 1の
の山
音腹
fこ V乙
和円
し可
て寺
、と

逢?
かえ

長Z
皇宮
き .9

高生
〈 刀て

のに
勝 Iて

警実
り匹

、扇
「寂
四審
親松

草
」
に
も
似
た
よ
う
な
記
載
が
あ
る
が
、
.
同
書
は
『
風
土
記
稿
」
止
り
時

代
が
降
る
J
J

同
書
に
は
「
寂
実
幽
関
の
地
也
と
聞
け

9
」
と
書
か
れ
る
の

で
、
実
際
に
み
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
次
掲
図
尽
も
同
寺
は
あ
る

の
で
?
文
化
以
降
ま
で
存
在
し
ぞ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
-
本
図
の
み
、
ー

上
之
官
社
殿
裏
に
開
山
堂
が
あ
る
。
前
掲
図
回
と
次
掲
図
同
と
本
図
を
比

較
し
ぞ
み
る
と
、
下
之
宮
社
殿
左
に
あ
る
も
の
を
誤
っ
て
上
之
官
境
内
に

書
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
グ
杉
山
検
校
百
度
塚
8

は
本
図
と
次

掲
図
の
み
に
あ
る
。
本
図
よ
り
始
め
て
記
載
さ
れ
た
も
の
に
寛
政
九
年
三
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月
建
立
の
芭
蕉
句
碑
(
潮
墳
)
と
文
化
二
年
十
二
月
建
立
の
服
部
南
郭
詩

碑
が
あ
る
。
芭
蕉
の
句
碑
「
疑
ふ
な
/
潮
の
花
も
/
浦
の
春
/
は
せ
を
」
ふ
た
み

は
「
い
つ
を
昔
(
元
禄
三
刊
)
」
所
収
句
で
、
同
書
に
は
句
の
前
に
「
二
見

の
図
を
拝
み
侍
り
て
」
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
句
は
二
見
文
台
の
裏
に
真
蹟

ハ
「
元
禄
ニ
仲
春
」
の
年
記
)
が
あ
る
の
で
有
名
で
あ
る
。
三
天
の
注
縄
は

二
見
ケ
滞
の
句
碑
を
建
立
し
た
た
め
に
、
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
も
考
え
ら

れ
る
が
、
句
碑
建
立
以
前
の
図
と
思
わ
れ
る
前
掲
図
回
及
び
吉
田
蘭
香
図

同
に
も
み
え
る
。
注
縄
が
先
き
だ
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
注
縄
の
か
か
っ
た

岩
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
二
見
ケ
浦
云
々
の
注
あ
る
同
句
の
句
碑
を
鎌

倉
・
江
の
島
等
の
俳
人
た
ち
が
助
縁
し
て
造
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今

の
と
こ
ろ
、
正
確
な
記
録
が
な
い
の
で
何
と
も
い
え
な
い
。
本
図
の
図
柄

は
右
に
述
べ
た
よ
う
に
料
紙
の
大
き
さ
か
ら
み
る
と
前
掲
図
絵
図
屋
版
と

似
て
い
る
が
、
片
瀬
寄
り
に
渡
し
舟
・
入
口
の
銅
鳥
居
前
や
魚
板
石
附
近

に
人
が
お
り
、
島
の
右
手
に
富
士
山
・
姥
島
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
む
し
ろ

後
述
吉
田
蘭
香
図
附
に
近
い
。
む
し
ろ
前
掲
図
困
の
大
き
さ
で
、
よ
り
大

き
い
吉
田
蘭
香
図
を
参
考
に
し
て
作
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

本
図
の
序
文
中
に
「
:
・
其
来
由
を
識
ん
と
欲
せ
ば
別
に
一
冊
:
・
」
が
み
え

る
が
ー
そ
の
一
冊
は
刊
行
年
代
か
ら
い
っ
て
前
述
の
文
化
三
年
刊
「
江
島

社
弁
財
天
来
歴
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
同

書
に
は
寛
延
二
年
刊
本
(
前
述
翻
字
)
も
あ
る
の
で
両
版
共
に
絵
図
屋
善

兵
衛
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
図
の
稚
児
ケ
淵
下
に
は
前

掲
図
同
様
に
白
菊
の
和
歌
が
あ
り
「
し
ら
ぎ
く
と
し
の
ぶ
の
里
の
/
人
と

は
ゾ
お
も
い
入
江
の
/
し
ま
と
こ
た
へ
よ
/
し
ら
菊
の
花
の
な
さ
け
の
/

深
き
海
に
と
も
に
入
江
の
/
し
ま
ぞ
う
れ
し
き
」
。
巻
末
の
図
版
は
家
蔵

図
ハ
三
二
×
四
五
・
五
糎
〉
を
使
用
し
た
。

(
図
版
6
)

神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
所
蔵
図
は
同
版
で
は
あ
る
が
、
若
干
後
印
で

鵜
の
嶋
の
左
右
の
波
が
少
し
な
く
な
り
、
竜
池
前
に
い
る
釣
人
が
い
な
く

な
っ
て
い
る
。
版
木
が
痛
み
、
細
か
い
部
分
が
き
れ
い
に
制
り
込
め
な
く

な
っ
た
の
で
、
そ
の
部
分
を
け
ず
り
と
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
江
嶋
一
望
図

〔
江
戸
後
期
〕
刊

江
の
島
・
松
寿
軒
ハ
神
奈
川
県
立

文
化
資
料
館

長
沢
規
矩
也
氏
例
所
蔵
〉

金
沢
文
庫

前
掲
図
絵
図
屋
版
同
の
組
い
覆
刻
と
思
わ
れ
、
図
題
・
図
形
・
所
収
地

名
も
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。
左
下
の
刊
記
は
同
様
に
双
辺
枠
内
に
「
江
の

し
ま
/
松
寿
軒
蔵
板
」
。
富
士
山
・
姥
島
の
位
置
も
同
様
に
島
の
右
手
に

あ
る
。
前
掲
図
闘
で
は
題
字
も
書
か
れ
て
い
た
庁
海
上
め
あ
て
の
と
う
ろ

う

グ
南
郭
先
生
詩
碑
d

F

ば
せ
を
づ
か
d

は
絵
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
前
掲
図
と
異
な
る
所
収
地
名
を
み
て
い
き
た
い
。
下
の
宮
の
社
殿
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周
辺
を
み
る
と
、
左
よ
り
F

経
堂
H

H

本
地
堂
d

P

碑
石
d

P

開
山
堂
4

P

護
摩
堂
H

グ
社
殿
d

の
順
に
並
ん
で
い
る
が
、
絵
図
屋
版
回
で
は
F

経

堂
d

e

p

開
山
堂
d

が
護
摩
堂
d

F

社
殿
ヘ
前
掲
図
附
絵
図
屋

グ
碑
石
d

文
化
五
年
版
で
は
P

開
山
堂
(
上
之
宮
境
内
に
誤
刻
γ

H

碑
石
d

H

護
摩

μ弘

主!:.

" 
P

社
殿
4

と
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
。
文
化
五
年
版
の
所
収
堂
舎
が

少
な
い
の
は
次
掲
図
吉
田
蘭
香
図
附
を
も
と
に
し
て
い
る
せ
い
だ
ろ
う
か
。

下
之
宮
境
内
は
絵
図
屋
版
岡
に
少
し
似
て
お
り
、

P

西
方
寺
d

を
P

西
方

庵
M

ー
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
1

本
図
は
前
掲
図
文
化
五
年
版
よ
り

古
様
に
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
'

F

本
宮
御
岩
屋
?
を
!
岩
屋
d

民
し
た

り、
F

蓮
華
池
d

F

一
遍
土
人
成
就
水
d

や
竜
池
前
の
釣
人
を
な
く
す
等
、

省
略
し
た
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
る
。
所
収
事
項
だ
け
み
る

と
前
掲
図
同
よ
り
古
そ
う
に
み
え
る
が
)
版
式
・
紙
質
を
み
る
と
、
時
代

が
降
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
図
の
鵜
の
島
周
辺
の
波
の
形
や
竜
池

前
の
岩
の
形
は
前
掲
図
闘
の
内
、
後
修
図
で
あ
る
神
奈
川
県
立
文
化
資
料

館
所
蔵
図
に
よ
く
似
て
い
る
。
更
に
全
島
岩
山
の
輪
郭
線
は
前
掲
図
と
大

体
合
っ
て
い
る
も
の
〉
、
直
線
的
で
や
〉
固
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
よ
っ
て

本
図
は
前
掲
文
化
五
年
版
の
修
印
図
を
も
と
に
し
て
、
若
干
の
訂
正
を
加

え
て
作
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
細
か
い
山
ひ
だ
等
の
手
間

の
か
〉
る
と
こ
ろ
を
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
長
沢
規
矩
也
氏
所
蔵
図

は
か
な
り
後
印
で
あ
る
。
ず
い
分
刷
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
本
図
の
蔵

板
元
で
あ
る
松
寿
軒
に
つ
い
て
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
狭
い
島
の
中
で
絵

図
屋
版
の
絵
図
を
使
っ
て
そ
っ
く
り
に
新
し
い
版
を
作
る
ご
と
の
で
き
る

版
元
な
の
で
、
絵
図
屋
善
兵
衛
と
近
い
関
係
に
あ
る
人
か
と
思
わ
れ
る
。

巻
末
の
図
版
に
は
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
所
蔵
図
会
二
J

五
×
四
七
・

五
糎
〉
を
使
用
さ
せ
て
い
た
ヌ
い
た
。

(
図
版
3ν

、}

同
江
之
島
金
亀
山
三
宮
細
見
之
図

長
沢
規
矩
1-11 i¥  

民主
三郎 r' 
後

期
r-. 
寛
政

吉
田
蘭
香
画

頃
)
〕
刊

上
之
宮
蔵
板
ヵ
(
一
一
一
井
文
庫

江
の
島
神

社
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
所
蔵
〉

調
査
し
た
絵
図
の
内
、
唯
一
つ
画
家
の
伝
の
わ
か
る
図
で
あ
る
。
江
戸

の
本
職
画
家
が
描
い
た
絵
図
だ
け
あ
り
、
絵
図
屋
両
版
岡
同
ま
り
一
ま
わ

り
大
き
い
料
紙
い
っ
ぱ
い
に
島
が
描
か
れ
、
一
二
社
各
社
の
建
物
が
堂
々
と

並
ぶ
だ
け
で
な
く
、
江
の
島
の
右
側
に
大
き
く
聾
え
る
富
士
山
γ
海
上
の

船
三
般
(
漁
師
の
小
舟
で
は
な
く
大
舟
)
を
み
る
と
、
他
の
絵
図
と
は
全

く
違
う
画
趣
が
感
巳
ら
れ
る
。
絵
図
屋
版
岡
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
渡
し

場
の
待
人
・
渡
し
舟
の
人
々
・
入
口
の
茶
屋
町
と
各
社
の
境
内
の
人
々
)

魚
板
岩
辺
に
遊
ぶ
人
々
は
本
図
よ
り
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
恩

わ
れ
る
。
絵
図
屋
文
化
五
年
版
同
に
は
拙
稚
な
筆
致
で
ほ
ゾ
同
位
置
に
人
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物
が
い
る
が
、
本
図
を
も
と
に
し
て
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
図
と
松
寿
軒
図
同
に
は
島
の
入
口
銅
鳥
居
下
に
階
段
が
な
い
の
は
簡
略

化
し
た
せ
い
で
あ
ろ
う
。
文
化
五
年
版
闘
と
本
図
以
下
三
図
に
は
下
之
宮

等
各
社
境
内
の
建
物
が
少
な
い
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
本
図
の
み
他
図
と
は

異
な
り
本
宮
御
旅
所
に
観
音
堂
と
求
間
持
堂
の
建
物
が
別
々
に
描
か
れ
て

い
る
。
実
際
に
は
別
々
に
堂
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
他
図
は
紙
面
の
制
約
が

あ
り
、
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
本
図
以
下
三
図
に
は
前
述
の
P

円

可
寺
H

の
題
記
が
な
い
。
少
く
と
も
本
図
の
刊
行
の
頃
に
は
存
在
し
た
と

思
わ
れ
る
。
上
之
坊
の
東
に
山
に
隠
れ
ぎ
み
の
建
物
が
一
つ
あ
る
が
、
題

記
は
な
い
も
の
〉
、
グ
円
可
寺
。
の
つ
も
り
か
も
し
れ
な
い
。
西
方
寺
・

延
命
寺
の
両
寺
の
な
い
の
は
、
絵
に
カ
を
入
れ
た
た
め
、
書
き
入
れ
る
余

白
が
な
く
な
っ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
本
図
以
降
、
上
之
官
と
本
宮
御
旅

所
の
聞
に
グ
蓮
華
池
4

と
P

成
就
水
井
ハ
一
遍

γ
の
両
者
が
書
か
れ
る

よ
う
に
な
る
。
本
図
の
図
題
は
右
上
に
縦
書
き
で
「
江
之
島
金
亀
山
/
三

宮
細
見
之
図
」
、
筆
者
刻
記
は
右
下
に
「
東
都
牛
門
処
士
/
吉
田
蘭
香
図

之
寄
附
(
印
刻
)
」
、
刻
工
記
は
左
下
に

「
東
武

斉
藤
氏
杉
朝
彫
刻
」

と
記
さ
れ
る
。
筆
者
の
吉
田
蘭
香
〈
東
牛
斎
)
は
東
審
山
清
水
堂
に
扇
額

「
坂
上
氏
征
ニ
鈴
鹿
」
の
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
寛
政
十
一
年
六
月
九
日
に

没
し
て
い
る
。
本
図
の
稚
児
ケ
淵
崖
上
に
芭
蕉
句
碑
ハ
寛
政
九
建
〉
と
服

部
南
郭
詩
碑
(
文
化
二
建
)
が
な
い
の
は
、
こ
の
絵
が
よ
り
以
前
に
書
か

れ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
。
本
図
は
絵
図
屋
版
国
同
様
に
四
す
み
に
方
位
が
刻

さ
れ
る
。

一
天
の
注
縄
は
描
か
れ
る
。

Y
江
之
島
絵
図
4

各
版
に
み
え
た

白
菊
の
和
歌
は
本
図
に
は
全
く
な
い
。
本
図
の
早
印
図
に
は
「
上
之
宮
蔵

板
」
と
同
社
の
陽
刻
と
陰
刻
の
朱
印
二
種
(
初
印
と
思
わ
れ
る
三
井
文
庫

所
蔵
図
は
別
の
朱
印
一
種
の
み
)
が
押
印
さ
れ
る
。
右
の
三
井
文
庫
図

(四

0
・
二
×
五
六
・
七
糎
)

の
上
之
宮
の
蔵
板
印
は
藍
墨
で
刷
ら
れ
る
。

長
沢
規
矩
也
氏
所
蔵
図
の
一
図
に
は
図
題
右
に
陰
刻
朱
印
記
「
金
亀
山
」

が
押
さ
れ
、

一
図
に
は
蔵
板
印
を
押
し
た
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
や
〉
後

印
に
み
え
る
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
図
に
は
右
の
印
記
は
い
ず
れ
も
な

い
。
初
印
と
思
わ
れ
る
三
井
文
庫
図
と
他
図
と
比
較
し
て
み
る
と
、
江
の

島
内
に
は
異
動
は
な
い
が
、
片
瀬
側
の
渡
し
場
に
あ
る
単
辺
枠
内
の
「
渡

し
ば
/
か
た
瀬
」
が
後
印
図
ば
か
り
で
な
く
比
較
的
早
印
と
思
わ
れ
る
長

沢
規
矩
也
氏
所
蔵
図
の
一
図
(
巻
末
図
版
8
)
に
於
い
て
も
、
す
で
に
枠

と
左
行
の
「
か
た
瀬
」
が
版
木
か
ら
け
ず
り
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
れ
が
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
絵

図
屋
文
化
五
年
版
闘
と
同
様
に
江
戸
の
彫
工
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

江
戸
で
版
木
が
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
グ
江
之
島
絵
図
d

の
各
版
木
は

鎌
倉
・
金
沢
八
景
同
様
に
江
戸
で
で
き
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
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れ
ら
に
は
墨
付
き
の
よ
く
な
い
も
の
が
多
い
の
で
、
地
元
で
印
刷
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
図
は
版
木
自
身
に
グ
上
之
官
d

の
刻
記
は
な
い
ら

し
く
、
蔵
板
印
は
別
に
藍
や
朱
に
て
押
印
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
之
官

に
て
配
附
す
る
際
に
押
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
絵
図
屋
善
兵
衛
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
版
木
を
預
り
、
印
刷
し
て
い
た
こ
と
も
想
像
で
き
る
。
本
図

の
刊
行
年
代
は
文
化
四
年
に
焼
失
し
た
絵
図
屋
再
版
図
と
ほ
ジ
同
じ
頃
に

も
思
わ
れ
る
。
本
図
は
絵
図
屋
版
の
両
版
よ
り
一
ま
わ
り
大
き
い
図
な
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
所
在
を
聞
か
な
い
再
版
図
と
考
え
る
に
は
想
像
還
し
す

ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
図
題
か
ら
み
て
、
絵
図
屋
の
も
の
で
は
な
い
も
の
と
恩

わ
れ
る
。
巻
末
の
図
版
は
長
沢
規
矩
也
氏
所
蔵
図
三
枚
の
内
、
最
も
早
印

の
図
(
四
二
・
六
×
五
九
・
六
糎
)
を
使
用
さ
せ
て
い
た
ヌ
い
た
。
(
図
版
8
)

金
沢
文
庫
に
は
本
図
(
右
の
P

渡
し
ば
d

に
直
し
た
図
〉
の
彩
色
模
写

図
と
思
わ
れ
る
文
政
十
二
年
中
洲
敏
卿
写
図
が
所
蔵
さ
れ
る
。

同
江
之
島
金
亀
山
三
宮
細
見
之
図

並
寅
君
賓
画

〔
江
戸
後
期
〕
刊

慶
慮
義
塾
図
書

江
の
島
・
上
之
宮
蔵
板
(
長
沢
規
矩
畠
氏

金
沢
文
庫

三
康
図
書
館
調
所
蔵
〉

前
掲
図
よ
り
一
ま
わ
り
小
さ
く
、
絵
図
屋
版
二
種
と
同
様
の
大
き
さ
で

館

藤
沢
市
立
文
書
館

あ
る
が
、
右
側
の
図
題
が
前
掲
図
と
同
↓
で
図
柄
も
よ
く
似
て
い
る
の
で
、

同
図
を
も
と
に
し
て
作
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
図
題
下
方
に
は
画
筆

の
刻
記
「
並
寅
君
賓
写
」
が
あ
る
。
こ
の
刻
記
か
ら
画
師
の
名
前
を
考
え

る
と
、

H

並
u

の
つ
く
姓
の
人
で
、
本
名
N

寅
ヘ
号
或
い
は
宇
，
君
賓
d

で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
い
か
な
る
人
で
あ
る
か
わ

か
ら
な
い
。
左
下
に
は
「
上
之
宮
蔵
板
」
の
刻
記
と
前
掲
図
附
に
押
印
さ

れ
た
上
之
坊
朱
印
記
二
種
ハ
陽
刻
と
陰
刻
)
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
刻

記
・
印
記
よ
り
み
て
、
前
掲
図
及
び
後
掲
図
と
違
い
、
上
之
坊
蔵
板
図
で

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
前
掲
図
に
よ
っ
た
た
め
か
、
芭
蕉
潮
墳
碑

と
服
部
南
郭
詩
碑
は
題
字
だ
け
で
な
く
絵
も
な
い
。
そ
の
附
近
で
見
物
し

て
い
た
人
も
い
な
く
な
っ
て
い
る
0

1

同
様
に
H

西
方
寺
d

F

延
命
寺
a
が

な
い
。
円
可
寺
も
同
様
で
グ
上
之
坊
d

の
右
に
み
え
る
建
物
が
そ
れ
で
あ

ろ
う
か
。
本
図
は
前
掲
図
を
建
物
の
向
き
・
町
屋
の
小
溝
ま
で
、
ほ
ゾ
踏

襲
し
で
描
い
て
い
る
が
、
見
物
人
や
舟
の
よ
う
な
細
か
い
と
こ
ろ
を
省
略

し
て
い
る
。
し
か
し
冨
士
山
は
絵
図
屋
文
化
五
年
版
同
様
に
島
の
左
側
に

あ
り
、
そ
の
下
に
は
前
掲
図
に
は
な
く
向
図
に
あ
る
白
菊
の
和
歌
「
し
ち

き
く
と
し
の
ふ
の
里
の
人
と
は
〉
/
思
ひ
入
江
の
島
と
こ
た
へ
よ
/
し
ら

き
く
の
花
の
情
の
深
き
海
に
/
と
も
に
入
江
の
嶋
そ
う
れ
し
き
」
が
あ
る
@

更
に
龍
池
の
口
が
文
化
五
年
絵
図
屋
版
及
び
松
寿
軒
図
同
様
に
海
よ
り
か
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な
り
上
方
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
、
本
図
は
吉
田
蘭
香
図

う(刈
にを
思も
わと
れに
るし
。て

業手
図佐

佐孝
慶版

臆官
読よ
菌り
書校
館iJ::
所し
龍て

箇空
会れ

==て占い
六る
×よ

四
七
・
二
糎
〉
を
使
用
し
た
。

ハ
図
版
9
〉

同
江
之
島
金
亀
山
三
宮
細
見
之
図

〔
江
戸
末
〕
刊

江
の
島
・
上
之
官

蔵
板
ヵ
ハ
金
沢
文
庫
判
長
沢
規
矩
畠
氏

次
氏
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
側
肝
家
蔵
〉

本
図
は
前
掲
並
寅
君
賓
図
と
同
図
柄
・
同
図
題
(
同
一
位
置
)
で
あ
り
、

藤
沢
市
立
文
書
館

堀
江
善

所
収
地
名
も
一
致
し
て
お
り
、
更
に
明
治
以
降
と
思
わ
れ
る
後
修
印
図
も

あ
る
の
で
、
同
図
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

稚
児
ケ
淵
か
ら
魚
板
石
に
到
る
岩
場
に
あ
る
階
段
状
の
通
路
の
き
ざ
み
も

前
掲
図
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
島
の
左
側
海
上
の
富
士
山
は
少
し

組
い
描
き
方
で
同
位
置
に
、
下
方
に
は
同
様
に
「
し
ら
ぎ
く
と
し
の
ぶ
の

皇
の
人
と
は
〉
/
お
も
ひ
入
江
の
島
と
こ
た
へ
よ
/
白
き
く
の
花
の
情
の

ふ
か
き
海
に
/
と
も
に
入
江
の
嶋
そ
う
れ
し
き
」
が
あ
る
。
本
図
は
全
て

同
版
で
あ
る
が
、
早
印
か
ら
後
印
に
な
る
ま
で
、
三
種
の
図
が
あ
る
。

川
右
は
早
印
図
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
前
掲
図
と
同
じ
上
之
官
の
朱

印
二
種
(
陽
刻
と
陰
刻
)
が
押
印
さ
れ
て
い
る
の
で
、
早
印
時
は
上
之
宮

が
蔵
板
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
(
金
沢
文
庫
所
蔵
三
三
・
二
×
四
八
・
二

糎、J
間
若
干
後
刷
に
な
る
と
、
こ
の
上
之
宮
の
朱
印
記
は
な
く
な
り
、
版
木

に
四
箇
所
の
修
正
が
行
な
わ
れ
る
。
対
岸
の
渡
し
場
の
題
字
「
か
た
せ
/

わ
た
し
ば
」
(
単
辺
枠
内
〉
の
内
、
「
か
た
せ
」
の
一
行
を
け
ず
り
空
白
に

し
、
「
本
宮
旅
所
」
「
本
宮
岩
屋
」
を
う
め
木
に
て
各
「
御
旅
所
」
「
砦
屋
」

に
直
し
、
魚
板
石
沖
の
波
が
少
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
修
印
時
は
明

治
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
〈
藤
沢
市
立
文
書
館

堀
江
善
次

氏
所
蔵
〉

同
更
に
後
修
印
図
で
、
す
で
に
明
治
期
の
印
刷
で
あ
る
。
富
士
山
の
下

に
書
か
れ
た
白
菊
の
和
歌
四
行
全
て
が
版
木
か
ら
け
ず
り
と
ら
れ
た
ら
し

く
、
図
面
か
ら
な
く
な
る
。
巻
末
の
図
版
は
家
蔵
の
こ
の
後
修
印
図
を
使

用
し
た
。
(
長
沢
規
矩
也
氏

(
図
版
印
〉

家
蔵
三
一
・
四
×
四
七
・
四
糎
〉

現
在
、
江
島
神
社
社
務
所
に
て
販
売
さ
れ
て
い
る
複
製
図
「
古
図
相
州

江
の
島
」
は
こ
の
後
修
印
図
附
を
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
後

印
図
の
た
め
に
印
面
が
磨
滅
し
て
し
ま
っ
た
図
を
も
と
に
し
た
影
印
図
の

題
記
を
、
そ
の
ま
〉
読
む
の
は
難
し
い
。
こ
の
影
印
図
は
か
な
り
島
内
の

地
名
の
題
記
に
筆
を
入
れ
、
読
み
や
す
く
し
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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口
〔
江
の
島
絵
図
(
仮
題
)
〕

〔
文
化
・
文
政
〕
刊
(
長
沢
規
矩
也
氏

金

沢
文
庫
所
蔵
〉

本
図
は
江
戸
前
期
・
中
期
の
図
の
よ
う
に
、
江
の
島
を
中
心
に
お
き
、

対
岸
に
は
片
瀬
・
J

腰
越
・
七
里
ケ
浜
が
、
背
後
に
は
伊
豆
大
島
、
ふ
も
と

に
小
田
原
城
が
描
か
れ
た
箱
根
山
・
・
大
山
等
の
相
模
の
山
々
・
富
士
山
ら

し
き
高
峯
が
配
さ
れ
て
い
る
。
版
式
・
印
刷
が
粗
野
で
あ
る
の
で
一
見
江

戸
中
期
の
刊
行
図
の
よ
う
に
古
く
み
え
る
が
、
実
際
に
は
江
戸
後
期
の
も

の
と
考
文
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
本
図
に
は
図
題
も
刊
記
も
な
い
。
そ

こ
で
、
図
柄
、
問
ら
刊
行
年
代
を
考
え
て
い
き
た
い
。
島
の
形
は
明
ら
か
に

江
戸
中
期
で
は
な
ζ
後
期
以
降
の
も
の
で
あ
石
。
似
た
図
を
求
め
る
と
、

吉
田
蘭
香
図
同
と
類
似
す
る
と
ご
ろ
が
多
点
、
三
天
・
岩
屋
・
竜
池
、
。
更

に
岩
本
院
の
描
き
方
が
ブ
同
図
を
略
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
島
の
入
口
二
ニ
社
内
の
建
物
を
み
て
も
同
図
を
単
純
化
し
た
と
思

わ
れ
る
.
と
こ
ろ
が
多
い
グ
吉
田
蘭
香
図
以
下
三
図
例

t
同
同
様
に
》
円
可

寺
d

の
題
記
は
な
く
、
上
之
坊
の
建
物
の
右
に
山
に
隠
れ
た
か
つ
こ
う
で
、

そ
れ
ら
し
い
堂
、
が
み
え
る
。
こ
れ
も
同
図
を
踏
襲
し
た
せ
い
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
江
の
島
の
左
方
、
稚
児
ケ
淵
左
に
白
菊
の
和
歌
が
あ
る
が
、
二

首
共
に
他
の
絵
図
の
所
収
歌
と
は
若
干
異
な
り
、
「
白
き
く
の
し
ま
の
な

さ
け
の
ふ
か
き
う
み
に
/
友
に
入
江
の
嶋
と
こ
た
へ
よ
/
ん
ら
菊
の
い
つ

こ
の
人
と
人
と
へ
は
/
し
の
ふ
の
里
の
白
菊
と
こ
た
へ
よ
」
。
三
天
に
は

注
縄
が
か
〉
る
が
、
吉
田
蘭
香
図
以
下
三
図
例

t
同
同
様
に
、
ー
芭
蕉
潮
墳

碑
(
寛
政
九
建
)
と
服
部
南
郭
詩
碑
(
文
化
二
建
〉
が
な
い
。
吉
田
蘭
呑

図
に
は
和
歌
が
な
い
の
で
、
こ
の
二
首
を
附
け
足
し
た
と
考
え
れ
ば
納
得

が
い
き
そ
う
で
あ
る
o
l

本
図
に
は
片
瀬
側
の
渡
し
場
に
鳥
居
が
み
え
る
。

同
所
に
は
江
戸
鉄
砲
洲
住
吉
屋
作
兵
衛
が
文
化
二
年
に
寄
進
し
た
鳥
居
の

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
鳥
居
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
図
は

文
化
二
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
巻
末
の
図
版
は
長
沢
規
矩

-
也
氏
所
蔵
図
(
二
九
・
七
×
四
五
糎
V
を
使
用
さ
せ
て
い
た
ゾ
い
た
。
、
同

ハ
図
版
日
)

図
の
料
紙
は
左
に
細
い
紙
を
継
い
で
作
ら
れ
て
い
る
。

'
こ
の
他
、
竜
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
「
江
之
島
絵
図
(
江
戸
後
期
写
〉
」

を
調
査
し
た
。
同
図
は
良
質
な
料
紙
に
て
い
ね
い
に
書
写
さ
れ
い
た
も
の
で
、

同
装
訂
め
「
鎌
倉
絵
図
」
占
一
組
に
な
っ
て
い
色
。
島
内
の
題
記
怯
小
苫

い
金
紙
に
書
か
れ
、
絵
図
に
貼
ザ
込
ま
れ
て
い
る
。
'
右
の
各
刊
行
箇
と
北

較
オ
る
と
、
江
戸
後
期
の
も
の
と
大
体
合
致
し
て
い
る
一
向
図
は
島
と
対

岸
を
描
く
色
鮮
や
か
な
写
図
で
は
あ
る
が
、
細
か
い
地
名
は
書
き
込
ま
れ

て
お
ら
ず
、
}
江
の
島
の
表
と
裏
を
分
か
つ
括
れ
の
あ
る
か
山
一
一
つ
d

の
位

置
に
そ
の
特
微
が
み
う
け
ら
れ
な
い
。
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(
注
)

「
倭
名
類
粟
紗
」
相
模
国
鎌
倉
郡
の
項
に
、
沼
浜
・
鎌
倉
・
埼
立
・

荏
草
・
尺
度
・
大
島
の
各
郷
が
所
収
さ
れ
る
。
こ
の
内
グ
大
島
u
を

グ
江
の
島
4

と
考
え
る
説
が
あ
る
が
、
確
た
る
根
拠
は
な
い
。
島
の

対
岸
グ
片
瀬
d

は
、
既
に
正
倉
院
所
蔵
白
布
(
天
平
勝
宝
元
年
十
月

調
庸
〉
の
銘
文
中
に
グ
方
瀬
郷
グ
の
名
称
で
み
ら
れ
る
。
安
易
に
江

の
島
或
い
は
対
岸
一
帯
を
こ
の
グ
大
島
d

に
比
定
す
る
こ
と
は
で
き

為、、‘
o

J
J

一L
V

本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
り
、
長
沢
規
矩
也
氏
・
孝
三
氏
に
は
貴
重
な
絵

図
類
を
快
よ
く
利
用
さ
せ
て
い
た
ゾ
き
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
又
、

前
田
元
重
氏
に
は
資
料
に
つ
い
て
の
知
識
を
、
江
の
島
絵
図
屋
善
兵
衛
の

後
喬
に
当
ら
れ
る
堀
江
善
次
氏
に
は
島
内
の
細
か
い
地
名
に
つ
い
て
御
教

示
い
た
ゾ
い
た
。
三
井
文
庫
・
国
立
公
文
書
館
・
金
沢
文
庫
・
神
奈
川
県

立
文
化
資
料
館
・
藤
沢
市
立
文
書
館
・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
・
竜
谷
大

学
図
書
館
そ
の
他
、
貴
重
な
資
料
を
閲
覧
・
撮
影
さ
せ
て
い
た
ゾ
い
た
皆

様
に
も
あ
り
が
た
く
感
謝
い
た
し
こ
〉
に
厚
く
御
礼
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

ゾ
く
次
第
で
あ
る
。
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